
日
当
山

隼 

人

天
降
川

霧
島
川

国 分 霧島市役所

サティ

クッキー
国分北店

クッキー
隼人店

日当山醸造

きりしま国分
山形屋

JAクミアイ
プロパン

223

10

2

60

隼人西IC

溝辺
鹿児島
空港IC

隼人東IC 国分IC

↑至えびの

えびのJCT
えびの高原

霧島神宮
大浪池

霧島連山

高千穂牧場

霧島GC
温泉市場

霧島ロイヤルホテル

霧島神宮駅

223

鹿児島空港

504

N

通行止

宮崎自動車道

九
州
自
動
車
道

迂回道路あり

＜共通概要（一般住宅地・森林住宅地：森林分譲住宅）＞●名称／ロイヤルシテイ霧島妙見台●事業
主：売主／大和ハウス工業株式会社●所在地／鹿児島県霧島市牧園町下中津川字霧島妙見台1889-67
他●交通／ＪＲ肥薩線「日当山」駅下車、車で約10分（約6.0km）●総開発面積／約80万㎡●総区画数／
1000区画（予定）●建築条件なし●地目／山林●都市計画／区域外・無指定（ただし、第一種低層住居
専用地域の制限準用いずれも2階建て以下、分譲地規定)●開発許可番号／鹿児島県指令森保第3号、
鹿児島県企調第683号、鹿児島県加農第359号●道路／幅員8.69ｍ、6ｍ、4ｍ、アスファルト舗装、私道
負担なし●設備／電気：九州電力、ガス：各戸プロパンガス、上水道：霧島市簡易水道敷地内引込済
（建物建築時、加入金50,000円、審査料別途）●温泉／敷地内引き込み済み。販売価格には温泉利用一
時金（105万円（税込み））：温泉給湯開始後10年間有効：10年毎に105,000円更新料（税込み）が必要で
す）※温泉の入浴時には高温差し湯方式で加熱が必要です。●管理費：土地契約時月額2,100円（税込
み）、建物建築後月額3,150円（但し定住した場合、月額2,100円税込み）●温泉基本使用料（10㎥以下）
建築後：月額4,725円（税込み）●ケーブルテレビ施設整備負担金／ 157,500円税込み。（土地契約時、加
入契約は個別にケーブルテレビ会社と契約していただきます）●地役権：区画の一部について、大和
ハウス工業株式会社の地役権が所有権移転登記時に設定されます。●その他の施設／街路灯・防犯
灯・消火栓・遊水地公園等●管理委託会社／ダイワロイヤルゴルフ株式会社（土地契約時に別途、管
理委託契約を締結して頂きます）●工事完了年月／平成15年6月●手付金等の保全措置／西日本住
宅産業信用保証㈱●取引条件有効期限／平成23年3月31日●広告作成日／平成22年12月20日
【一般住宅地：個別概要】●建ぺい率50％●容積率80％●下水：集中浄化処理（雨水汚水分流方式）：汚
水処理施設分担金52,500円（税込み）／区画（建物建築時）が必要です。●汚水基本使用料：月額2,100
円（税込み）●今回販売区画数（15区画）●今回販売面積272㎡（1区画）～ 376㎡（1区画）●今回販売価
格395万円（312㎡/1区画）～ 733万円（376㎡/1区画）●今回最多販売価格600万円台（8区画）
【森林住宅地：個別概要】●建ペイ率40％●容積率60％●下水：各戸合併式浄化槽設置（一部区画につ
いては集中浄化槽：汚水処理施設分担金52,500円税込みが必要です）●汚水基本使用料：月額2,100円
（税込み）●今回販売区画数（15区画）●今回販売面積310㎡（1区画）～ 1,068㎡（1区画）●今回販売価
格475万円（310㎡/1区画）～ 1,108万円（565㎡/1区画）●今回最多販売価格700万円台（4区画）

えびのえび↑至えええ

のJCTのえびのびのの
えびの高原原

大大

霧島GC
温泉市場温温

鹿児島空港港港港港

N

九
州
自
動
車
道

九
州
自
動
車
道

2

市立医師会
医療センター

松永
郵便局

〒

松永
保育園

県
道
豊
後
迫・隼
人
線

下子鹿野橋

←至空港

ドラッグ
イレブン
姫城店

ファミリーマート

現地案内所

エブリワン
JAクミアイ
プロパン

温泉 森林
浴

国立
公園

はじめませんか?　霧島での温泉付スローライフ

建設業許可番号・国土交通大臣許可（特-17）第5279号
宅地建物取引業者免許番号・国土交通大臣（13）第245号
（社）不動産協会会員、九州不動産公正取引協議会加盟
（社）鹿児島県宅地建物取引業協会会員

鹿児島支店／鹿児島市鴨池新町12番13号大和ビル鹿児島
〒890-0064　 TEL（099）252-1753　FAX（099）257-0377

http://www.daiwahouse.co.jp

TEL099-252-1753
※火・水曜日定休日

○土・日・祝日

○平 日（鹿児島支店）

「ロイヤルシティ霧島妙見台」のお問い合わせ先

0120-673-573

www3.daiwahouse.co.jp/shinrin/myokendai/ 検   索妙見台

※価格には消費税・温泉利用一時金が含まれております。

各区画温泉
引き込み済み

販売計画区画数1,000区画　現在完成区画241区画
（平成22年12月20日現在）

今回販売区画数30区画今回販売区画数30区画
最多販売価格帯600万円台（9区画）温泉付

森林住宅地

大和ハウスの森林住宅地

ダイ
ワハウ
スがご提案します

（D地区/平成22年8月撮影）
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
、
長
引
く
不
況
風
の
中
、
口こ
う

蹄て
い

疫
や

豪
雨
災
害
な
ど
に
よ
り
、
地
域
経
済
が
大
き
な
打
撃
を

受
け
ま
し
た
が
、
市
民
の
皆
さ
ま
や
地
区
自
治
公
民
館
、

関
係
団
体
、
市
議
会
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、
防

疫
対
策
の
徹
底
や
、
災
害
復
旧
、
さ
ら
に
は
「
い
ざ
霧

島
１
０
０
万
人
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
や
「
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
」
の
発
行
な
ど
、
続
け
ざ
ま
に
緊
急
経
済
対
策

を
講
じ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ま
た
、
市
制
５
周
年
を
祝
う
か
の
よ
う
に
、
霧
島
連

山
が
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
の
認
定
を
受
け
、
大
河
ド
ラ
マ

龍
馬
伝
の
ロ
ケ
誘
致
の
成
功
、
霧
島
茶
が
全
国
お
茶
品

評
会
で
全
国
一
位
の
産
地
賞
の
受
賞
な
ど
、
こ
れ
ま
で

の
努
力
が
実
を
結
び
始
め
ま
し
た
。
昨
年
５
月
に
開
園

い
た
し
ま
し
た
塩
浸
温
泉
龍
馬
公
園
は
約
23
万
人
が
入

園
さ
れ
る
新
し
い
観
光
拠
点
に
な
り
ま
し
た
。
霧
島
市

立
医
師
会
医
療
セ
ン
タ
ー
の
脳
神
経
外
科
開
設
に
伴
い
、

今
年
は
手
術
棟
の
建
設
に
着
手
し
地
域
の
中
核
病
院
と

し
て
の
専
門
的
医
療
、
救
急
医
療
な
ど
の
推
進
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
３
月
12
日
に
は
九
州
新
幹

線
全
線
開
業
、
秋
に
は
全
国
お
茶
ま
つ
り
大
会
の
開
催

と
い
う
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
を
迎
え
ま
す
。

大
自
然
や
温
泉
を
は
じ
め
、
豊
か
な
農
林
水
産
物
な

ど
魅
力
あ
る
資
源
を
生
か
す
た
め
に
は
、
市
民
総
ぐ
る

み
で
「
こ
ん
に
ち
は
。
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
」
と
心
か

ら
歓
迎
で
き
る
お
も
て
な
し
が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
家
庭
や
職
場
、
地
域
に
お
け
る
日
ご
ろ
の
笑
顔

で
の
あ
い
さ
つ
や
気
配
り
・
心
配
り
が
で
き
る
こ
と
が

基
本
と
な
り
ま
す
。
笑
顔
あ
ふ
れ
る
心
や
さ
し
い
「
元

気
！
霧
島
・
市
民
力
」
を
結
集
し
日
本
一
の
ふ
る
さ
と

づ
く
り
に
邁
進
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
天
降
川
小
学
校
の
開
校
を
は
じ

め
教
育
行
政
に
対
す
る
温
か
い
ご
支
援
に
心
か
ら
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
は
４
月
か
ら
小
学
校
で
「
英
語
活
動
」
な
ど

新
し
い
学
習
指
導
要
領
に
よ
る
教
育
が
実
施
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
霧
島
市
立
国
分
中
央
高
校
に
ス
ポ
ー
ツ

健
康
科
と
ビ
ジ
ネ
ス
情
報
科
と
い
う
新
し
い
学
科
が

ス
タ
ー
ト
す
る
年
で
も
あ
り
ま
す
。
昨
年
３
月
に
霧

島
市
教
育
振
興
基
本
計
画
を
策
定
し
、
今
後
10
年
間

を
通
じ
て
目
指
す
べ
き
教
育
の
姿
を
明
ら
か
に
す
る

と
と
も
に
、
今
後
５
年
間
に
取
り
組
む
べ
き
施
策
な

ど
を
定
め
ま
し
た
。
管か

ん

子し

の
中
に
「
一
年
の
計
は
穀こ

く

を
樹う

う
る
に
如し

く
は
莫な

く
、
十
年
の
計
は
木
を
樹
う

る
に
如
く
は
莫
く
、
終
身
の
計
は
人
を
樹
う
る
に
如

く
は
莫
し
」
と
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
霧
島
市
の
教
育

の
イ
メ
ー
ジ
図
と
し
て
木
の
成
長
を
用
い
、
中
学
校

卒
業
ま
で
に
、
郷
土
に
一
本
の
木
を
植
え
、
霧
島
山

に
一
回
は
登
る
体
験
を
位
置
づ
け
ま
し
た
。「
郷
土

の
自
然
、
歴
史
、
文
化
を
尊
重
す
る
態
度
を
備
え
、

生
涯
に
わ
た
っ
て
自
ら
学
び
社
会
に
貢
献
す
る
人
づ

く
り
」
と
「
公
教
育
に
お
い
て
は
、
確
か
な
学
力
と

体
力
を
身
に
つ
け
、
思
い
や
り
の
心
と
高
い
志
を
も

ち
社
会
を
生
き
抜
く
力
を
備
え
た
人
づ
く
り
」
を

基
本
目
標
と
し
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
教
育
の
あ
る

べ
き
姿
を
、
し
っ
か
り
と
踏
ま
え
な
が
ら
、
ふ
る
さ

と
霧
島
の
教
育
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
市
民
の
皆

さ
ま
の
教
育
分
野
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

高い志をもち社会を生き抜く
力を備えた人づくり

笑顔とやさしさあふれる
「元気！霧島・市民力」

霧島市長霧島市教育長

ひ　ふみ しゅう   じ

新年のごあいさつ
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謹 賀 　　 新 年平成23年 初春

旧年中は、市政推進にあたり、
多大なるご尽力をいただきましたことに、心より感謝申し上げます。



公
助

　

霧
島
市
は
合
併
当
時
、
人
口
１

万
人
当
た
り
の
犯
罪
発
生
率
が
県

内
で
ワ
ー
ス
ト
ワ
ン
で
し
た
。
そ

こ
で
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
の
結
成

を
呼
び
掛
け
、
自
治
会
や
企
業
、

団
体
な
ど
の
協
力
で
現
在
、
市
内

に
は
93
団
体
、
９
６
９
３
人
の
隊

員
が
活
動
を
展
開
。
そ
の
結
果
、

犯
罪
発
生
率
は
ワ
ー
ス
ト
７
位
へ

と
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

歩
い
て
パ
ト
ロ
ー
ル

　

地
区
自
治
公
民
館
組
織
で
最
初

に
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
を
発
足
さ

せ
た
の
は
隼
人
町
の
姫
城
地
区
自

治
公
民
館
。
人
口
５
３
９
９
人

（
12
月
１
日
現
在
）
と
市
内
で
は

６
番
目
に
多
く
、
地
区
内
に
は
大

衆
浴
場
や
家
族
湯
が
あ
り
、
多
く

の
人
が
訪
れ
る
地
域
で
す
。
発
足

は
平
成
16
年
12
月
、
地
域
内
で
の

空
き
巣
や
窃
盗
な
ど
が
多
か
っ
た

た
め
「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分

た
ち
で
守
ろ
う
」
と
立
ち
上
が
り
、

パ
ト
ロ
ー
ル
や
防
犯
の
チ
ラ
シ
配

り
な
ど
を
実
施
。
１
年
後
に
は
地

区
犯
罪
件
数
が
４
割
減
少
す
る
な

ど
大
き
な
成
果
を
上
げ
、
昨
年
は

活
動
が
評
価
さ
れ
文
部
科
学
大
臣

か
ら
奨
励
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

隼
人
姫
城
防
犯
パ
ロ
ー
ル
隊
隊

長
の
田
中
正
義
さ
ん
は
「
続
け
て

こ
ら
れ
た
の
も
、
協
力
し
て
く
れ

る
隊
員
の
お
か
げ
で
す
。
57
人
で

始
ま
っ
た
活
動
は
85
人
に
増
え
、

み
ん
な
が
自
分
の
都
合
に
合
わ
せ

て
活
動
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、

地
域
の
方
と
接
す
る
機
会
を
増
や

す
た
め
に
歩
い
て
パ
ト
ロ
ー
ル
を

し
て
い
ま
す
。
地
道
な
活
動
で
す

が
犯
罪
件
数
が
減
り
、
最
近
で
は

子
ど
も
た
ち
が
”頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
“
な
ど
と
声
を
か
け
て
く
れ

ま
す
。
私
た
ち
の
活
動
を
理
解
し
、

信
頼
が
生
ま
れ
て
い
る
証
拠
だ
と

思
い
ま
す
」
と
手
応
え
を
感
じ
て

い
ま
す
。

自
治
会
に
入
ろ
う

　

安
心
安
全
を
守
る
上
で
地
域
の

状
況
を
把
握
す
る
こ
と
は
大
切
で

す
。
そ
の
た
め
に
田
中
さ
ん
は
、

自
治
会
に
入
る
こ
と
の
大
切
さ
を

訴
え
ま
す
。

　
「
人
を
見
か
け
て
も
、
そ
の
人

を
知
ら
な
い
と
不
審
者
か
ど
う
か

分
か
り
ま
せ
ん
。
数
日
留
守
に
さ

れ
る
お
宅
が
あ
っ
て
も
、
そ
の
こ

と
を
知
ら
な
い
と
不
審
な
物
音
な

ど
が
し
て
も
居
住
者
な
の
か
泥
棒

な
の
か
判
断
で
き
ま
せ
ん
。
地
域

の
方
同
士
が
日
ご
ろ
か
ら
情
報
交

換
を
し
、
連
携
を
深
め
る
こ
と
が

防
犯
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
自
治
会
に
入
り
、
地
域
ぐ

る
み
で
安
心
安
全
を
考
え
て
い
く

こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
」

笑
顔
を
支
え
る
安
心

　

12
月
11
日
、
隼
人
町
姫
城
公
民

館
で
恒
例
の
「
福
祉
餅
つ
き
大

会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
そ
こ
に

は
、
も
ち
つ
き
を
楽
し
む
子
ど
も

た
ち
と
、
そ
れ
を
見
守
る
地
域
の

方
の
笑
顔
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

雰
囲
気
を
支
え
て
い
る
の
は
、
イ

ベ
ン
ト
に
協
力
し
て
く
れ
る
地
域

の
女
性
連
や
高
齢
者
の
方
た
ち
で

あ
り
、
そ
し
て
、
安
心
し
て
笑
え

る
よ
う
日
ご
ろ
か
ら
地
域
の
安
全

を
守
っ
て
い
る
田
中
さ
ん
た
ち
の

活
動
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
が

つ
な
が
り
、
み
ん
な
が
笑
顔
に
な

れ
る
。
こ
れ
こ
そ
自
治
会
の
魅
力

で
す
。

　

２
月
は
霧
島
市
の
自
治
会
加
入

推
進
月
間
で
す
。
あ
な
た
の
笑
顔

の
た
め
に
、
一
緒
に
自
治
会
を
盛

り
上
げ
て
い
き
ま
せ
ん
か
。

◎�

自
治
会
加
入
に
つ
い
て
＝
共
生

協
働
推
進
課
☎（
64
）０
９
８
８

隼人姫城防犯パロール隊
隊長
田中正義さん（83）

自
治
会
に
加
入
し
て

助
か
っ
て
い
ま
す

立石 修さん（42）と長男の賢
まさる

くん（11）

I N T E R V I E W

隼人町姫城地区在住

　 年、転勤で家族と一緒に県外
から霧島市に来ました。初め

て暮らす土地であり、誰も知り合いが
いなかったので来たころは不安もあり
ました。そんな時、助かったのが霧島
市に来てすぐに加入した自治会です。
活動を通じて知り合いが増え、地域を
知ることができました。
　姫城地区は夏まつりやもちつき大会
など地域活動が活発で、私だけではな
く子どもも楽しんでいます。私が特に
助かっているのが防犯パトロールで
す。子どもたちの安全を地域の方が見
守ってくれて、とても心強いです。こ
れからも自治会活動に参加して、地域

のつながりを感じ
ていきたいです。

昨

み
ん
な
で
守
る
安
心
と
安
全

地
域
の
笑
顔
を

支
え
る

自
治
会
活
動
自治会

入ろう
に

時間帯を変えてパトロールする
隼人姫城防犯パトロール隊の皆さん

福祉もちつき大会の様子
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国
分
の
上
小
川
小
学
校
で
は
、

１
８
７
人
（
男
子
１
０
７
人
、
女

子
80
人
）
の
児
童
が
学
ん
で
い
ま

す
。同

校
は
地
域
と
の
か
か
わ
り
が

深
く
、
運
動
会
や
バ
ザ
ー
な
ど
を

合
同
で
開
催
、
校
庭
の
一
部
は
開

放
さ
れ
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を

楽
し
む
地
域
の
方
の
姿
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
地
域
で
作
る
「
上
小

川
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
」
が
登
下
校
時

に
通
学
路
に
立
つ
な
ど
、
学
校
と

地
域
が
一
緒
に
な
っ
て
子
ど
も
た

ち
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
な
る
成
長

毎
年
１
月
、
同
校
で
は
半
成
人

式
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
20
歳
の

半
分
、
10
歳
を
迎
え
る
４
年
生
全

員
が
、
保
護
者
を
前
に
感
謝
の
言

葉
や
将
来
の
夢
を
一
人
ず
つ
発
表
。

会
場
で
は
子
ど
も
の
成
長
を
感
じ
、

涙
す
る
保
護
者
も
多
く
い
ま
す
。

「
つ
ば
な
れ
」
や
「
し
つ
け
は 

”つ
“
が
つ
く
う
ち
に
」
と
い
う

言
葉
が
あ
る
よ
う
に
「
ひ
と
つ
、

ふ
た
つ
…
」
と
数
え
た
時
に
「
つ
」

が
付
く
の
は
「
九
つ
」
ま
で
、「
つ
」

が
付
か
な
く
な
る
10
歳
は
、
子
ど

も
の
成
長
に
重
要
な
時
期
。
半
成

人
式
は
単
な
る
成
人
の
半
分
を
意

味
す
る
の
で
は
な
く
、
昔
か
ら
の

お
し
え
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

福
留
樹い

つ
き

校
長
は
「
先
人
か
ら
の

お
し
え
を
残
す
た
め
に
も
、
半
成

人
式
は
続
け
て
い
き
た
い
。
子
ど

も
た
ち
に
は
、
自
分
の
成
長
や
育

て
て
く
れ
た
親
、
地
域
へ
の
感
謝

を
あ
ら
た
め
て
感
じ
て
も
ら
い
、

次
へ
の
ス
テ
ッ
プ
に
つ
な
げ
て
ほ

し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

地
域
に
見
守
ら
れ
成
長
す
る
子

ど
も
た
ち
は
、
ま
た
一
歩
、
大
人

へ
の
階
段
を
上
っ
て
い
き
ま
す
。

半成人式で次へのステップ
地域に見守られ、成長する子どもたち

半成人式を迎える４年生。今回は１月21日に開催。

私たちの学校では、地域の方がいつも優しく話しかけ
てくれたり、運動会やバザーなどを盛り上げてくれたりす
るので、いつも楽しいです。私は少年団でバレーボール
を習っています。夢はバレーボール選手になること。試
合にはいつもお父さんやお母さんが応援に来てくれるの
で心強いです。半成人式では、お父さんとお母さんへの
日ごろの感謝の気持ちと、将来の夢を発表したいと思っ
ています。みんなの前でしっかりと発表できるか不安も
ありますが、自分の思いを伝えられるように頑張ります。

◎
上
小
川
小
学
校
４
年
生

岩
下  

可か
梨りん
さ
ん

上小川小学校
半成人式

intro
d

uctio
n &

 exhib
itio

n

スポーツキャンプ日程表

※�天候不良などで日程が変更になることがあります。
詳しくは市ホームページをご覧いただくか、観光課�
☎（64）0895までお問い合わせください。

【サッカー関係】
◎日本サッカー協会審判合宿
◦期間＝２月１日～７日予定
◦場所＝国分運動公園（多目的広場）

◎ＦＣソウル（Ｋリーグ）
◦期間＝２月６日～18日予定
◦場所＝国分運動公園（陸上競技場）

◎京都サンガ
◦期間＝２月７日～18日予定
◦場所＝国分運動公園（多目的広場）

【女子ソフトボール】
◎太陽誘電女子ソフトボールチーム
◦期間＝２月４日～13日予定
◦場所＝国分球場

◎日立ソフトウェア女子ソフトボール
◦期間＝２月14日～24日予定
◦場所＝国分球場

今
年
も
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ン
プ
シ
ー

ズ
ン
が
や
っ
て
き
ま
す
。
公
式

戦
に
向
け
て
チ
ー
ム
と
選
手
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
を
図
る
大
切
な
キ
ャ
ン
プ
。
今

回
も
多
く
の
チ
ー
ム
が
霧
島
市
で
新

シ
ー
ズ
ン
の
活
躍
を
目
指
し
ま
す
。

サ
ッ
カ
ー
か
ら
は
２
チ
ー
ム
が
キ
ャ

ン
プ
イ
ン
。
京
都
サ
ン
ガ
は
昨
年
Ｊ
１

17
位
で
、
今
年
は
Ｊ
２
で
の
ス
タ
ー

ト
。
１
年
で
の
Ｊ
１
復
帰
を
目
指
し
熱

く
燃
え
て
い
ま
す
。
昨
年
の
韓
国
リ
ー

グ
（
Ｋ
リ
ー
グ
）
覇
者
の
Ｆ
Ｃ
ソ
ウ
ル

が
霧
島
市
に
初
上
陸
。
３
月
か
ら
始
ま

る
ア
ジ
ア
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
の
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
を
決
め
る
大
会
ア
ジ
ア
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
ズ
リ
ー
グ
で
は
、
予
選
で
Ｊ
リ
ー

グ
覇
者
の
名
古
屋
グ
ラ
ン
パ
ス
と
同
組
、

ア
ジ
ア
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
に
向
け
て
重
要

な
キ
ャ
ン
プ
で
す
。

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
昨
年
と
同
じ

太
陽
誘
電
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

と
日
立
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
女
子
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
チ
ー
ム
が
来
ま
す
。
お
互
い

リ
ー
グ
戦
で
は
上
位
争
い
を
繰
り
広
げ

る
強
豪
チ
ー
ム
。
日
本
を
代
表
す
る
選

手
も
多
く
、
昨
年
の
11
月
に
中
国
で
開

催
さ
れ
た
第
16
回
ア
ジ
ア
競
技
大
会
で

金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
女
子
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
日
本
代
表
メ
ン
バ
ー
に
も
両

チ
ー
ム
か
ら
７
人
が
選
出
。
決
勝
で
は
、

日
本
の
頼
れ
る
４
番
、
日
立
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
の
馬
淵
智
子
選
手
が
貴
重
な
追

加
点
を
挙
げ
る
な
ど
活
躍
し
ま
し
た
。

今
回
、
初
め
て
行
わ
れ
る
合
宿
と

し
て
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
審
判
部
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
キ
ャ
ン
プ
が
あ
り
ま

す
。
Ｊ
リ
ー
グ
や
国
際
大
会
で
活
躍
す

る
日
本
の
ト
ッ
プ
レ
フ
ェ
リ
ー
が
さ
ら

な
る
技
術
ア
ッ
プ
を
目
指
し
ま
す
。
今

回
、
参
加
す
る
中
か
ら
、
将
来
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
の
決
勝
で
笛
を
吹
く
人
も
出

て
く
る
か
も
。

キ
ャ
ン
プ
で
は
選
手
の
迫
力
あ
る
プ

レ
ー
を
間
近
で
見
る
こ
と
が
で
き
、
特

に
サ
ッ
カ
ー
や
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
し
て

い
る
人
に
は
、
多
く
の
発
見
が
で
き
る

絶
好
の
機
会
で
す
。ぜ
ひ
会
場
で
、選
手

の
熱
き
プ
レ
ー
を
応
援
し
て
く
だ
さ
い
。

今
年
も
多
く
の
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
が
集
結

霧
島
市
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ン
プ
情
報

日立ソフトウェア女子ソフトボールチームが、昨年は
中・高校生相手にソフトボール教室を実施。

昨年は練習試合も開催され、本番さながらの戦い
が繰り広げられました。
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◎環霧島会議構成市町のイベントなどをご紹介します。

※�

「
ジ
オ
パ
ー
ク
発
掘
調
査
隊
」
は
、
霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
連
絡
協
議
会
に
加
盟
し
て
い
る
霧
島
市
、
曽
於
市
と
宮
崎
県

の
都
城
市
、
小
林
市
、
え
び
の
市
、
高
原
町
の
５
市
１
町
の
広
報
誌
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

新し
ん

燃も
え

岳だ
け

新
燃
岳
は
約
１
万
７
０
０
０
年

前
ま
で
に
そ
の
山
体
は
完
成
し
ま

し
た
が
、
１
７
１
６
～
１
７
１
７

年
、
１
８
２
２
年
、
１
９
５
９
年

な
ど
の
噴
火
記
録
が
残
っ
て
お
り
、

歴
史
時
代
に
入
っ
て
か
ら
再
び
活

動
を
始
め
た
た
め
、「
新
燃
岳
」

の
名
が
付
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

頂
部
に
は
直
径
約
７
０
０
㍍
の

火
口
が
あ
り
、
火
口
内
に
は
エ
メ

ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
の
火
口
湖
が
あ

る
高
さ
１
４
２
１
㍍
の
火
山
で
す
。

火
口
の
南
縁
に
あ
る
二
つ
の
大

岩
は
「
天て

ん
ぐ狗
岩
」
ま
た
は
「
う
さ

ぎ
の
耳
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

新
燃
岳
の
山
麓
部
に
は
１
７
１

６
～
１
７
１
７
年
の
噴
火
の
際
に

発
生
し
た
火
砕
流
に
巻
き
込
ま
れ

て
炭
化
し
た
樹
幹
（
炭
化
木
）
が

多
数
見
ら
れ
、
こ
の
噴
火
の
前
に

は
極
め
て
豊
か
な
森
が
広
が
っ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

２
０
０
８
年
以
降
、
火
山
活
動

が
活
発
に
な
り
、
現
在
噴
火
警
戒

レ
ベ
ル
２
で
火
口
か
ら
半
径
１
㌔

㍍
以
内
は
立
入
り
禁
止
、
霧
島
山

の
縦
走
は
で
き
ま
せ
ん
。

平
成
22
年
７
月
10
日
の
噴
火
で

は
、
噴
石
・
火
砕
流
を
伴
っ
た
噴

火
が
あ
り
ま
し
た
。
危
険
で
す
の

で
絶
対
に
近
づ
か
な
い
で
く
だ
さ

い
。

ジ
オ
パ
ー
ク

発
掘
調
査
隊

EVENTS環 霧 情 報

中村ユキ子さん（71）

◎福山町新原地区

〈材　料〉（4人分）
	 	かねん粉200g、ダイコン120g、ニンジン80g、ゴボウ40g、シイタケ５g、うす揚げ

80g、しょうゆ100cc、白ネギ80g、煮干し、だしの素（もと）

〈作り方〉	①	白ネギは小口切り、うす揚げは熱湯をかけ油抜きをして１㎝角に切る。
	 ②	煮干し、シイタケ、だしの素でだし汁を作る。①とダイコン、ニンジン、ゴボウを加

えて煮る。しょうゆで味付けをする。
	 ③かねん粉に熱湯を注ぎながらハシでかき混ぜ、適当な大きさにして②の中に入れる。

ピシレ

寒い夜は
かねんこ汁で温

あった

まろ

・�日時＝１月8日（土）～2
月13日（日）
・�場所＝都城島津伝承館
・�展示構成
　①�豊臣秀吉なにするも
のぞ！

　　～北
ほん

郷
ごう

時
とき

久
ひさ

の気概～
　②関ヶ原合戦を乗り越えて
　③�都城島津家、成る～
　　「かくれ大名」の成立～
　④�東

ひがし

目
め

海
かい

防
ぼう

総
そう

督
とく

�島津久
本～久本による西洋
化政策～

◎問い合わせ先＝都城島津邸�☎0986（23）2116◎問い合わせ先＝曽於市社会教育課�☎�099（482）5958

都城市

都城島津伝承館特別展
都城に島津あり

～都城島津家、激動の戦国、江戸を生き抜く～

都城島津家の歴史を近世の端
たん

緒
しょ

といえる関ヶ原合
戦から幕末の動乱期において4つのテーマを選り抜
き、資料をもとに紹介します。

曽於市

スポーツ講演会
夢は必ず叶

かな

う！「世界と戦う」
◦日時＝１月23日（日）
　開場：午後１時30分　開演：午後２時
◦場所＝財部きらめきセンター

かねんこ汁

祝!日本ジオパーク認定 「
寒
い
ね
え
、
今
日
は
か
ね
ん
こ

汁
を
作
る
か
ら
来こ

ん
ね
え
（
来
ま
せ

ん
か
）」
と
寒
い
冬
に
は
隣
近
所
の

人
を
誘
っ
て
食
べ
て
い
た
そ
う
で
す
。

「
今
で
は
あ
ま
り
作
る
人
も
い
ま
せ

ん
ね
」
と
福
山
町
新に

い

原ば
る

地
区
の
中
村

ユ
キ
子
さ
ん
（
71
）。
中
村
さ
ん
は

福
山
町
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
で
「
食

の
伝
承
」
な
ど
地
域
を
元
気
に
し
よ

う
と
活
動
し
て
い
ま
す
。
同
グ
ル
ー

プ
で
は
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
郷
土
料

理
を
紹
介
。
お
母
さ
ん
か
ら
引
き
継

い
だ
「
か
ね
ん
こ
汁
」
も
そ
の
一
つ
。

鹿
児
島
弁
で
葛く

ず

の
こ
と
を
「
カ
ン

ネ
ン
カ
ズ
ラ
」、
そ
の
で
ん
ぷ
ん
粉

を
「
か
ね
ん
粉
」
と
言
い
ま
す
。
葛

の
で
ん
ぷ
ん
粉
は
非
常
に
高
価
な
た

め
一
般
的
に
は
サ
ツ
マ
イ
モ
の
で
ん

ぷ
ん
粉
を
使
い
ま
す
。
団
子
に
す
る

と
あ
ま
り
味
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
透

明
で
ぷ
に
ょ
ぷ
に
ょ
と
し
た
食
感
が

特
徴
で
す
。

こ
ん
な
に
お
い
し
い
も
の
が
な
ぜ

あ
ま
り
食
べ
ら
れ
な
く
な
っ
た
の
か
。

材
料
の
か
ね
ん
粉
が
少
な
く
な
っ
た

か
ら
な
の
か
、
そ
れ
と
も
隣
近
所
の

人
と
一
緒
に
集
ま
っ
て
食
べ
る
習
慣

が
な
く
な
っ
た
か
ら
な
の
か
。

取
材
に
行
っ
た
朝
は
霜
が
と
て
も

強
い
日
で
し
た
。
翌
日
に
写
真
撮
影

の
お
願
い
を
す
る
と
中
村
さ
ん
は

「
雪
の
よ
う
な
白
霜
が
降
り
た
次
の

日
は
、
雨
が
降
る
っ
て
昔
か
ら
言
う

か
ら
ね
え
」。
そ
の
と
お
り
、
翌
日

は
雨
で
し
た
。

昔
か
ら
伝
わ
る
食
や
言
い
伝
え
を

も
う
一
度
見
直
す
時
代
な
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

②�混ぜたかねん粉を適当な大きさにし
て鍋に入れる

①かねん粉に熱湯を注ぎ手早く混ぜる

プロフィール

男子100㍍を世界レベル
に引き上げたパイオニア
であり、今も健在ぶりを見
せている。日本陸上短距
離界の大功労者である。
1993年に100㍍日本新記
録「10秒19」をマーク。日
本人初の10秒20突破を
果たした。（2008年北京オ
リンピック：男子4×100㍍
リレー銅メダリスト）

日本陸上界最速のパイオニア

朝
あさ

原
はら

 宣
のぶ

治
はる

氏

入場
無料

「天狗岩」または「うさぎの耳」と呼ばれる大岩 エメラルドグリーンの新燃岳火口湖
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THE SCENE

霧島に生きる

今
年
11
月
に
第
65
回
全
国
お
茶
ま
つ
り
大
会
が
霧
島

市
役
所
周
辺
を
メ
ー
ン
会
場
に
開
か
れ
ま
す
。
全

国
か
ら
約
４
０
０
０
人
の
茶
業
関
係
者
が
集
ま
り
、
日
本

一
の
お
茶
を
決
め
る
茶
品
評
会
の
表
彰
式
や
茶
の
消
費
拡

大
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

平
成
21
年
全
国
の
お
茶
の
栽
培
面
積
と
生
産
量
は
、
一

位
の
静
岡
県
が
１
万
９
２
０
０
㌶
で
３
万
５
０
０
０
㌧
、

二
位
の
鹿
児
島
県
は
８
６
９
０
㌶
で
２
万
３
４
０
０
㌧
で

す
。
県
内
で
は
全
国
で
最
も
栽
培
面
積
が
多
い
南
九
州
市

が
一
位
。二
位
は
志
布
志
市
、三
位
が
霧
島
市
の
順
と
な
っ

て
い
ま
す
。

霧
に
包
ま
れ
、
寒
暖
の
差
が
大
き
い
大
地
で
育
ま
れ
た

「
霧
島
茶
」
は
、
さ
わ
や
か
な
香
り
と
ま
ろ
や
か
な
甘
味
、

豊
か
な
コ
ク
、
美
し
い
水す

い

色し
ょ
くが
特
徴
。
市
内
１
７
１
戸
の

茶
業
農
家
は
霧
島
茶
ブ
ラ
ン
ド
確
立
の
た
め
に
、
品
質
向

上
に
努
め
お
茶
ま
つ
り
大
会
に
臨
み
ま
す
。

姶
良
・
伊
佐
地
区
と
牧
園
町
の
茶
業
青
年
の
会
会
長
で
、

両
親
と
一
緒
に
６
㌶
の
お
茶
を
栽
培
し
て
い
る
牧
園
町
三

体
地
区
の
八
重
山
剛ご

う

さ
ん
は
、「
県
外
に
Ｐ
Ｒ
に
行
く
と

鹿
児
島
で
お
茶
を
作
っ
て
い
る
の
と
驚
か
れ
ま
す
。
ま
し

て
や
霧
島
茶
の
認
知
度
は
低
い
」
と
残
念
そ
う
。

八
重
山
さ
ん
は
「
両
親
と
同
じ
よ
う
に
経
営
す
れ
ば
あ

る
程
度
生
活
で
き
る
だ
ろ
う
」
と
考
え
平
成
15
年
に
Ｕ

タ
ー
ン
し
ま
し
た
が
、
お
茶
の
価
格
が
低
迷
し
栽
培
面
積

を
拡
大
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。「
小
さ
い
こ

ろ
か
ら
懸
命
に
働
い
て
い
る
両
親
の
姿
を
見
て
後
を
継
ご

う
と
考
え
て
い
ま
し
た
。今
は
我
慢
の
と
き
で
す
。安
心
・

安
全
で
お
い
し
い
お
茶
は
当
た
り
前
、
こ
だ
わ
っ
た
、
ど

こ
に
も
負
け
な
い
お
茶
を
作
っ
て
い
き
た
い
」
と
未
来
を

見
つ
め
ま
す
。

３
、
４
月
の
新
芽
が
出
る
時
期
の
晩ば

ん

霜そ
う

は
お
茶
に
と
っ

て
大
敵
。
１
年
間
の
収
入
が
な
く
な
る
こ
と
さ
え
あ
り
ま

す
。
夜
に
な
る
と
心
配
で
「
霜
に
や
ら
れ
た
」
と
い
う
夢

を
見
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。
桜
の
と
き
を
過
ぎ
、
４

月
の
下
旬
か
ら
年
間
収
入
の
約
７
割
を
占
め
る
一
番
茶
の

収
穫
が
始
ま
り
ま
す
。
約
１
か
月
間
は
ほ
と
ん
ど
眠
る
暇

も
あ
り
ま
せ
ん
。

市
内
の
姶
良
・
伊
佐
地
区
茶
業
青
年
の
会
会
員
は
31
人

で
う
ち
牧
園
町
が
13
人
。
会
員
の
一
人
、
西
大ひ

ろ

樹き

さ
ん
は

「
一
番
茶
は
戦
争
の
よ
う
に
忙
し
い
と
言
い
ま
す
が
、
ぼ

く
は
ま
つ
り
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
目
を
輝
か
せ
ま
す
。

真
冬
の
寒
さ
を
乗
り
越
え
、
新
芽
が
芽
吹
く
春
を
過
ぎ

る
と
、お
茶
農
家
に
と
っ
て
の
「
ま
つ
り
」
が
始
ま
り
ま
す
。

s
l
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w

 
l
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地域ブランド化を目指す
お茶にかける若者たちの挑戦
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牧園町出身、市来農芸高校生物工学科か
ら鹿児島立農業大学校園芸学部へ。卒業
後は埼玉県の種子メーカーに2年間勤務。
平成15年Ｕターン、両親と安心安全、おい
しいお茶づくりに取り組む。

八重山剛さん（29）

霧島茶キャラクター
茶ノミコトくん



❽
キッズパークきりしま

国
分
市
街
地
の
国
分
パ
ー
ク
プ
ラ
ザ
２
階

に
昨
年
４
月
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
き
り
し
ま
市

民
活
動
支
援
機
構
」（
通
称
＝
キ
ッ
ズ
パ
ー

ク
き
り
し
ま
）
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

子
育
て
支
援
を
重
点
施
策
と
し
て
位
置
づ

け
て
い
る
霧
島
市
は
同
法
人
に
対
し
て
、
子

育
て
世
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
「
子
育
て
一

時
預
か
り
」「
子
育
て
支
援
」「
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
の
事
業
を
委
託
し
て

い
ま
す
。

子
育
て
一
時
預
か
り
の
利
用
者
数
は
、

オ
ー
プ
ン
直
後
の
４
月
は
79
人
で
し
た
。
利

用
者
増
を
図
ろ
う
と
６
月
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
開
設
し
た
と
こ
ろ
、
同
月
に
は
３
倍
近
い

２
３
０
人
、
現
在
で
は
毎
月
３
０
０
人
以
上

の
人
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

「
学
校
の
行
事
が
あ
る
の
で
下
の
子
を
預

け
た
い
」「
家
族
の
手
術
で
ど
う
し
て
も
病

院
に
連
れ
て
行
け
な
い
」「
一
人
で
買
い
物

を
し
た
い
」「
歯
医
者
に
行
き
た
い
」
な
ど

理
由
は
さ
ま
ざ
ま
。
市
内
は
も
ち
ろ
ん
市
外

の
方
で
も
利
用
で
き
ま
す
。
料
金
は
１
時
間

２
５
０
円
で
登
録
料
は
１
０
０
０
円
で
す
。

利
用
時
間
は
午
前
10
時
か
ら
で
し
た
が
、

「
時
間
を
早
め
て
ほ
し
い
」
と
言
う
声
を
受

け
、
前
日
に
予
約
す
れ
ば
午
前
９
時
か
ら
利

用
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
ほ
か
に
も
飲

食
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
る
な
ど
利
用
者
の
望
む

サ
ー
ビ
ス
を
心
が
け
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
「
子
育
て
支
援
」
で
は
親
子
で

利
用
で
き
る
ふ
れ
あ
い
広
場
も
好
評
で
す
。

Welcome Kids Pa rk Kirishima
ご利用ください、キッズパークきりしまの便利で安心なサポート。

子育て一時預かり

ファミリーサポートセンター霧島

子育て支援
■営業日・開館時間
年中無休（年末 ･ 年始お休み）午前 10 時〜午後９時（受付終了 当日
の午後７時まで）前日の午後６時までに予約された場合は、午前９時
からお預かりできます。
■対象年齢＝１歳〜小学３年生
■一時預かり料金
１人１時間 250 円（最長５時間まで）
※ 時間延長の場合は、ご相談ください。 
■事前登録が必要です。
登録料は 1,000 円（小学３年生まで有効）。
登録後はインターネットでも予約可能。

育児の援助をしてほしい方（依頼会員）と援助をしたい方（提供会員）
を結び、それらの援助活動を有償のボランティアで行う会員組織です。
加入希望の方はご相談ください。 
■依頼会員・提供会員募集中
現在の会員数は平成 22 年 11 月末で依頼会員 170 人、提供会員 70 人、
両方会員 43 人、 計 283 人の方が登録。依頼活動の主なものは 40 ㌫が
保育施設までの送迎、30 ㌫が保育終了時の子どもの預かりなどです。 
■利用料金
◦月曜日〜金曜日（祝日を除く）午前７時〜午後７時 30分 350円
◦上記以外の時間　土曜日･日曜日･祝日 30分 450円

■ふれあい広場は無料開放
◦毎週水曜日：午後１時〜５時
◦毎週日･月･火･金曜日：午前 10 時〜 12 時／午後１時〜５時
※ 親子でご利用できます。（小学校入学前までの親子が対象）
■子育てサロン＝第1〜4水曜日・午前10時〜11時30分　無料
◦ 1 週目：乳児　◦ 2 週目：１歳〜１歳６か月未満
◦ 3 週目：１歳６か月〜２歳未満　◦ 4 週目：２歳〜２歳６か月未満
■恵子先生の講習会＝毎月１回定員30人　無料
講座申込は事務所の申込用紙をご利用ください。定員をオーバーした
場合は、抽選により決定します。 

INTERVIEW01

現
場
管
理
者（
保
育
士
）

谷
口
昌
枝
さ
ん

（43）

子
育
て
広
場
は
無
料
、
親
子
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
一
時
預
か
り
は
ベ
テ
ラ
ン
の
保
育
士

が
対
応
。
子
ど
も
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
て
家

庭
の
延
長
の
温
か
さ
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。

手
作
り
お
も
ち
ゃ
も
い
っ
ぱ
い
。
育
児
相
談

あ
り
。
私
た
ち
の
楽
し
い
ス
タ
ッ
フ
ブ
ロ
グ

へ
の
コ
メ
ン
ト
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
ね
。

INTERVIEW03

一
時
預
か
り
利
用
者

山
口
き
ょ
う
子
さ
ん
（31）

初
め
て
利
用
し
た
日
は
１
時
間
だ
け
預
け
ま
し

た
。
そ
の
時
「
私
に
も
自
分
の
時
間
が
あ
る

ん
だ
」と
び
っ
く
り
。
頭
が
す
っ
き
り
し
て「
時

間
の
ゆ
と
り
」
が
「
気
持
ち
の
ゆ
と
り
」
に

つ
な
が
り
、
今
ま
で
以
上
に
子
ど
も
に
対
し

て
い
と
お
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
予
約
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
で
き
る
の
で
助
か
り
ま
す
。

INTERVIEW02

携帯電話からもキッズパークきりしまの利用案内やメー
ルでの問い合わせができます。
スタッフブログには施設内の写真も掲載され、日々の出
来事が楽しく紹介されています。

E-mail  info@kidspark-kirishima.com

◎問い合わせ・相談＝キッズパークきりしま
http://www.kidspark-kirishima.com

小
さ
な
子
ど
も
た
ち
の
パ
ラ
ダ
イ
ス

ふ
れ
あ
い
広
場
利
用
者

野
間
由
紀
子
さ
ん

（32）

親
子
で
利
用
し
て
い
ま
す
。
ず
っ
と
家
に
い
て

泣
か
れ
る
と
息
苦
し
い
と
感
じ
る
と
き
も
あ

り
ま
し
た
が
、
お
母
さ
ん
方
と
の
井
戸
端
会

議
な
ど
こ
こ
に
来
て
気
持
ち
も
楽
に
な
り
ま

し
た
。
き
れ
い
で
広
々
と
し
た
じ
ゅ
う
た
ん

の
上
を
ハ
イ
ハ
イ
で
き
、
駐
車
場
か
ら
雨
の

日
も
濡
れ
ず
に
利
用
で
き
る
の
で
便
利
で
す
。

↑携帯サイトは
こちらから

☎（48）6886

お
詫
び
と
訂
正
／
12
月
号
19
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
ま
し
た
各
地
の
「
サ
ロ
ン・サ
ー
ク
ル
活
動
」
に
漏
れ
が
あ
り
ま
し
た
の
で
次
の
通
り
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

◎
溝
辺
エ
リ
ア　
「
ぴ
よ
ぴ
よ
」（
０
歳
～
１
歳
半
を
対
象
）、
毎
週
月
曜
日
、
☎（
58
）３
０
０
５
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�

健康増進課

久木田誉子

禁煙

やさしい健康講座
H E A L T H Y  L E C T U R E

◎日曜・祝日薬局日程表（2月） 姶良郡薬剤師会

姶良郡医師会◎日曜・祝日在宅医担当表（2月）

◎原則として往診はいたしません。
◎ 都合により変更になる場合がありますので、ご連絡のうえ受診してください。
◎内科・外科系の担当時間は午前９時から午後５時までです。
◎眼科系の担当時間は午前９時から午後１時までです。

◀◀◀保健だより
「
健
康
き
り
し
ま
21
」を

ご
存
じ
で
す
か
？

霧
島
市
で
は
健
康
増
進
計
画

「
健
康
き
り
し
ま
21
」
を
平
成
21

年
３
月
に
策
定
し
、
次
の
７
つ
の

重
点
対
策
を
念
頭
に
推
進
し
て
い

ま
す
。

①�

健
康
・
生
き
が
い
づ
く
り
の
推

進
②
子
育
て
支
援
の
推
進

③�

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

該
当
者
・
予
備
群
の
10
㌫
減
少

④
が
ん
対
策

⑤
心
の
健
康
づ
く
り
対
策

⑥�

食
育
の
推
進
お
よ
び
歯
科
保
健

の
充
実

⑦
保
健
・
医
療
体
制
の
充
実

新
年
を
き
っ
か
け
に
、
皆
さ
ん

も
新
た
に
健
康
目
標
を
掲
げ
て
、

健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
健
康
増
進
課

☎（
64
）０
９
０
５

小
児
科
・
内
科
夜
間
救
急
診
療

◦�

月
～
金
曜
日
（
受
付
時
間
）

　

午
後
７
時
30
分
～
10
時
30
分

◦�

土
曜
・
日
曜
・
祝
休
日

　

午
後
６
時
30
分
～
９
時
30
分

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
霧
島
市
医
師

会
医
療
セ
ン
タ
ー
☎（
42
）１
１

７
１

休
日
歯
科
救
急
診
療

◦�
時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
３
時

◦�

場
所
＝
姶
良
郡
歯
科
医
師
会
館

口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー（
空
港
近
く
）

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
姶
良
郡
歯
科

医
師
会
☎（
58
）４
３
８
８

姶良郡薬剤師会　☎（64）2239 ／ＦＡＸ（43）3299	

日 曜日 地　区 薬　局　名 電　話

6日 日
国　　分 なのはな薬局 ４５－３３０５
横　　川 サン調剤薬局 ７２－１８００

11日 金 国　　分 国分中央薬局 ４８－５１３３

13日 日
国　　分 ひまわり薬局 ４８－５５２０
国　　分 おおぞら薬局 ５７－６２２０

20日 日 国　　分 ㈱霧島市民薬局 ４５－４３３８

27日 日
国　　分 国分ひろせ調剤薬局 ４６－９０８２
隼　　人 ひめぎ薬局 ６４－２６１０
国　　分 ニック調剤薬局国分西店 ５６－７５７７
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日 曜日 地  区 病　院　名 診療科目 電　話

6日 日

国 分 国分なかむらクリニック 外科胃腸科 ４５－３３３３
霧 島 霧島杉安病院 内科 ５７－１２２１
姶良市（加治木） 松下亮治内科 内科循環器科 ６２－００８４
姶良市（姶　良） おおのクリニック 耳鼻咽喉科 ６４－５５３３
横 川 林内科 内科小児科 ７２－１８１８
姶良市（姶　良） 青雲会病院眼科 眼科 ６６－３０８０
隼 人 かわの小児科 小児科 ４２－８８６６

11日 金

国 分 国分中央病院 内科 ４５－３０８５
隼 人 大迫整形外科 整形外科 ４２－６１１５
姶良市（加治木） 徳重クリニック 内科耳鼻咽喉科 ６２－２６７２
姶良市（姶　良） 川原泌尿器科クリニック 泌尿器科 ６４－５１８１
湧 水 町 ひらしまクリニック 胃腸科外科内科 ７４－２８００
姶良市（姶　良） たかひろ眼科 眼科 ５５－６０００
姶良市（加治木） すこやかクリニック 小児科 ６２－０３０８

13日 日

国 分 前田産婦人科クリニック 産婦人科 ４６－６８００
隼 人 永田医院 内科 ４２－３４０２
姶良市（加治木） さんのう内科 内科循環器科 ６３－３０００
姶良市（姶　良） 竹内レディースクリニック 産婦人科 ６５－２２９６
牧 園 霧島温泉クリニック 内科 ７８－２３３８
国 分 高倉眼科 眼科 ４７－７３００
国 分 ふたばクリニック 小児科 ５７－５５５５

20日 日

国 分 国分生協病院 内科 ４５－４８０６
隼 人 隼人クリニック 外科 ４３－５５１１
姶良市（加治木） 浜崎クリニック 消化器外科内科 ６２－８５８８
姶良市（姶　良） 西クリニック 皮膚形成外科 ６７－２４１２
湧 水 町 くりの後庵クリニック 内科 ７４－１５００
姶良市（加治木） 姶良みやもと眼科 眼科 ６２－１０１０
姶良市（姶　良） あいら小児科 小児科 ６６－０１１５

27日 日

国 分 井料クリニック 脳神経外科 ４６－９３００
隼 人 日当山温泉クリニック 内科 ４３－３１１１
姶良市（加治木） 川島クリニック 外科内科 ６２－７２００
姶良市（姶　良） 朝日ヶ丘クリニック 内科小児科 ６６－１１２２
牧 園 春田医院 内科外科胃腸科 ７６－００５３
姶良市（姶　良） 田中眼科医院 眼科 ６５－３９８６
国 分 きたはらこどもクリニック 小児科 ６４－０６７７

タ
イ
ト
ル
は
、
厚
生
労
働
省
の
生
活
習
慣

病
対
策
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
す
。
今
月
は
、
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
『
し
っ
か
り
禁
煙
』
た
ば
こ
と

あ
な
た
の
健
康
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。

～
た
ば
こ
の
煙
に
は
～

た
ば
こ
の
煙
の
中
に
は
約
４
０
０
０
種
類

の
物
質
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
２

０
０
種
類
以
上
は
体
に
よ
く
な
い
物
質
で
す
。

代
表
的
な
物
質
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

た
ば
こ
の
煙
は
、
吸
い
口
か
ら
直
接
吸
い

込
ま
れ
る
「
主
流
煙
」、
火
の
つ
い
た
部
分

か
ら
立
ち
上
る
「
副
流
煙
」、
喫
煙
者
が
吐

き
出
す
「
呼
出
煙
」
か
ら
な
り
、
多
く
の
体

に
よ
く
な
い
物
質
は
、「
主
流
煙
」に
比
べ「
副

流
煙
」
の
方
に
約
２
～
４
倍
以
上
多
く
含
ま

れ
ま
す
。
煙
は
空
気
で
薄
ま
り
ま
す
が
、
喫

煙
者
と
一
緒
に
い
て
非
喫
煙
者
が
少
量
の
た

ば
こ
を
自
分
で
吸
っ
た
の
と
同
じ
よ
う
な
状

態
に
な
る
こ
と
を「
受
動
喫
煙
」と
い
い
ま
す
。

～
た
ば
こ
と
健
康
影
響
は
～

た
ば
こ
を
吸
う
と
、
種
々
の
病
気
に
よ
る

死
亡
率
が
高
く
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

『
１
に
運
動　

２
に
食
事 

し
っ

か
り
禁
煙　

最
後
に
ク
ス
リ
』

～
喫
煙
を
見
直
し
た
い
あ
な
た
に
～

あ
な
た
に
あ
っ
た
方
法
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

①
開
始
日
を
決
め
る

②
宣
言
を
す
る

③
手
帳
な
ど
に
記
録
す
る

④
場
所
や
状
況
を
考
え
る

⑤
別
の
行
動
を
行
う

⑥
う
ま
く
で
き
た
ら
自
分
を
ほ
め
る

⑦
上
手
な
断
り
方
を
身
に
つ
け
る

⑧
揺
れ
る
気
持
ち
へ
の
対
処
を
考
え
る

⑨
失
敗
し
て
も
経
験
が
役
立
つ
と
考
え
る

⑩
家
族
・
友
人
・
同
僚
へ
協
力
依
頼
す
る

平
成
18
年
４
月
か
ら
、
一
定
の
基
準
を
す

べ
て
満
た
し
医
師
が
必
要
と
認
め
た
場
合
、

一
定
期
間
の
禁
煙
治
療
に
保
険
適
用
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
。（
鹿
児
島
県
Ｈ
Ｐ
「
禁
煙
支

援
医
療
機
関
」
参
照
く
だ
さ
い
）

～
禁
煙
し
て
い
る
あ
な
た
に
～

１
年
続
け
ば
虚
血
性
心
疾
患
の
超
過
リ
ス

ク
が
半
減
し
、
10
～
15
年
後
に
は
肺
が
ん
を

は
じ
め
、
喫
煙
関
連
疾
患
の
リ
ス
ク
が
非
喫

煙
者
の
レ
ベ
ル
に
近
づ
く
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

厚
生
労
働
省
Ｈ
Ｐ
・「
禁
煙
支
援
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
よ
り
引
用

le
ctu

re
 &

 in
fo

e
m

a
tio

n

ニコチン

依存性があるほか、血管収縮作
用や胃酸の分泌促進作用があ
り、胃潰瘍や十二指腸潰瘍など
を引き起こすといわれています

タール

約 40 種類の発がん物質が含ま
れており、肺がんをはじめ、多
くのがんを引き起こすといわれ
ています

一酸化
炭素

血管内皮を傷害して動脈硬化を
促進させ、心筋梗塞や脳梗塞な
どを引き起こすといわれていま
す

【�代表的な物質と病気について�】

【�受動喫煙による健康影響�】

【�喫煙と2種類の依存とは�】

成人 肺がん、虚血性心疾患、副
鼻腔がん

子ども

呼吸器感染症（肺炎や気管
支炎など）、気管支喘息の発
病と悪化、中耳炎、慢性の
呼吸器症状、乳幼児突然死
症候群

胎児
（妊婦喫煙）

低体重出生、早産、周産期
死亡、妊娠・分娩合併症、
乳幼児突然死症候群

胎児
（周囲喫煙） 低体重出生

【�喫煙者の健康影響�】

※�青少年期に喫煙を開始すると、成人後に比べ、がんや虚血性心疾
患などの危険性がより高くなるといわれています。

死亡についての相対危険度
非喫煙者を1とした時の
喫煙者の危険度

死亡についての相対危険度
非喫煙者を1とした時の
喫煙者の危険度

がん
口腔・

喉頭がん
食道がん

肺がん

膀胱がん

循環器病
虚血性心
疾患
脳卒中

がん
口腔・

喉頭がん
食道がん

肺がん

膀胱がん

循環器病

脳卒中

1 13 32 2

1.65 1.32

3 1.05

2.24 1.75

4.45 2.34

1.61 2.29

1.4 1.5

1.7

1.7 1.7

4 45 5

男性 女性

《心理行動的依存》
喫煙が日常生活で
習慣化した状態

ニコチンが脳内の
快楽神経群に作用

頭がスッキリ、気分が落ち着く
ニコチンが消失すると
たばこが吸いたい
落ち着かない

《ニコチン依存》



◎�申込・問い合わせ先＝龍馬ハネムーンウォーク実行委員会
　〒899-4201 霧島市霧島田口2459-6　☎（57）4064　ＦＡＸ（57）3882

[URL]http://www.ryoma-walk.com

1866年土佐の坂本龍馬とその妻お龍が日本で最初の新婚
旅行に訪れ、昭和9年3月に日本で最初に国立公園に指定され
た「霧島屋久国立公園」の地。日本の将来を思い描きながら二
人が歩いた道を現代の龍馬とお龍となって歩き、霧島の自然や
歴史を楽しむウオーキング大会を開催します。

〜龍馬とお龍　新婚旅行の地を訪ねる〜

龍馬ハネムーンウォーク 検索

祝!日本ジオパーク認定

南九州に春の訪れを告げる伝統行事「初午
祭」が鹿児島神宮で開催されます。約460年前
から続く初午祭は、家内安全、五穀豊穣、畜産奨
励、厄

やく

払いなどを祈願するお祭りです。
当日は太鼓や三味線の音に合わせてシャンシャ

ンと鈴を鳴らしながら、20数頭の鈴かけ馬と約
2,000人の踊り連が一体となり、踊りを奉納しま
す。毎年、県内外からの多くの見物客でにぎわい
ます。

※�鹿児島神宮周辺の道路は交通規制により、混雑が予想され
ます。ご来場の際はなるべく公共交通機関を利用してくださ
い。
※�詳細については1月12日に配布した交通規制図チラシ、市
ホームページ（霧島市総合観光案内）などをご覧ください。
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「
霧
島
市
の
田
の
か
ん
さ
ぁ
」

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
発
売
中

市
教
育
委
員
会
で
は
市
内
の
田

の
神
像
を
調
査
し
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
『
霧
島
市
の
田
の
か
ん
さ
ぁ
』

を
作
成
し
ま
し
た
。
お
よ
そ
１
６

０
も
の
田
の
神
像
を
カ
ラ
ー
写
真

で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

田
の
神
像
は
旧
薩
摩
藩
領
内
に

見
ら
れ
る
独
特
の
も
の
で
「
田
の

か
ん
さ
ぁ
」
と
呼
ば
れ
、
五
穀
豊

穣
・
子
孫
繁
栄
を
祈
念
し
て
作
ら

れ
た
も
の
で
す
。
そ
の
姿
や
表
情

は
さ
ま
ざ
ま
で
、
踊
っ
て
い
る
よ

う
な
躍
動
的
な
姿
の
像
や
、
神
官

の
よ
う
な
姿
で
じ
っ
と
先
を
見
据

え
て
い
る
よ
う
な
静
か
な
像
も
あ

り
ま
す
。単
に
石
碑
に「
田
の
神
」

と
書
か
れ
て
い
る
も
の
も
あ
れ
ば
、

梵ぼ
ん

字じ

を
書
い
て
い
る
も
の
も
あ
り

ま
す
。

古
い
も
の
か
ら
新
し
い
も
の
ま

で
、
野
外
に
あ
る
も
の
を
中
心
に

収
録
し
ま
し
た
。
田
の
か
ん
さ
ぁ

と
伝
え
ら
れ
て
い
て
も
本
来
は
違

う
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る

も
の
な
ど
は
省
き
ま
し
た
。
ま
た
、

近
年
、
田
の
か
ん
さ
ぁ
の
盗
難
事

件
が
多
発
し
て
い
る
た
め
、
地
図

は
掲
載
せ
ず
に
地
区
名
を
掲
載
す

る
だ
け
に
と
ど
め
ま
し
た
。

【
内
容
】

◦�

カ
ラ
ー
、
Ａ
５
版
、
83
ペ
ー
ジ

【
販
売
場
所
】

◦�
教
育
委
員
会
文
化
振
興
課
、
国

分
教
育
総
務
課
、
各
出
張
所
教

育
振
興
課
、
国
分
郷
土
館
、
隼

人
歴
史
民
俗
資
料
館
、
隼
人
塚

史
跡
館

【
金
額
】

◦�

１
冊
５
０
０
円

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
文
化
振
興
課

文
化
財
グ
ル
ー
プ
☎（
42
）１
１

１
９

国
分
中
央
高
等
学
校

４
月
か
ら

新
設
学
科
ス
タ
ー
ト

国
分
中
央
高
校
で
は
、「
明
日

を
拓ひ
ら

く
新
た
な
個
性
の
発
信
」
を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
特
色
あ
る

学
校
づ
く
り
を
目
指
し
、
４
月
か

ら
従
来
の
園
芸
工
学
科
、
生
活
文

化
科
に
加
え
、「
ス
ポ
ー
ツ
健
康

科
」、「
ビ
ジ
ネ
ス
情
報
科
」
の
２

つ
の
学
科
が
誕
生
し
ま
す
。

現
在
、
新
学
科
開
設
に
向
け
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
器
具
を
設
置
す
る

な
ど
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

【
学
科
紹
介
】

●
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科

よ
り
専
門
性
を
追
求
す
る
た
め

に
体
育
担
当
教
諭
だ
け
で
な
く
、

外
部
講
師
を
招
き
、
競
技
力
向
上

や
健
康
面
の
専
門
的
知
識
な
ど
に

つ
い
て
学
び
ま
す
。
救
急
法
指
導

員
や
各
種
競
技
公
認
審
判
員
資
格

な
ど
、
多
く
の
資
格
が
取
得
で
き

る
よ
う
特
色
あ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
計
画
し
て
お
り
、
学
校
体
育
指

導
者
や
社
会
体
育
指
導
者
、
地
域

や
職
場
で
の
ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ
ー

と
な
る
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

●
ビ
ジ
ネ
ス
情
報
科

簿
記
や
情
報
の
上
級
資
格
取
得

の
ほ
か
、
霧
島
商
工
会
議
所
と
の

共
同
事
業
と
し
て
チ
ラ
シ
作
成
や

新
た
な
商
品
を
開
発
す
る
プ
ロ
セ

ス
を
学
び
ま
す
。

●
園
芸
工
学
科

園
芸
に
関
す
る
基
礎
的
・
基
本

的
な
知
識
と
技
術
を
学
び
、
バ
イ

オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
情
報
処
理
な

ど
の
先
端
技
術
の
習
得
を
目
指
し

ま
す
。
近
隣
の
小
学
校
で
ト
マ
ト

や
イ
チ
ゴ
の
育
て
方
の
出
前
授
業

な
ど
も
し
ま
す
。

●
生
活
文
化
科

食
物
や
被
服
な
ど
生
活
に
関
す

る
知
識
と
技
術
を
習
得
し
、
社
会

生
活
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
外
部

講
師
に
よ
る
茶
道
、
着
付
け
、
生

け
花
な
ど
の
伝
統
文
化
も
本
格
的

に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
学
科
募
集
定
員
】

専
門
的
な
学
習
や
さ
ま
ざ
ま
な

資
格
取
得
が
で
き
、
本
格
的
な
部

活
動
も
で
き
る
国
分
中
央
高
校
で
、

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
国
分
中
央
高

校
☎（
46
）１
５
３
５

i
n

f
o

r
m

a
t

i
o

n

A bout Us ◎学校案内C ulture ◎文化振興

期日 コース名（距離） 事前申込
制　　限 受付 出発 スタート場所

３
／
19（
土
）

霧島温泉コース 
（距離　約10km) 1,000人 8:00 9:30

みやまコンセール 
野外音楽堂

犬飼・中津川コース 
（距離　約23km) 600人 8:00 9:30

みやまコンセール 
野外音楽堂

３
／
20（
日
）

花はきりしま菜の花コース 
（距離　約12km） 1,000人 8:30 10:00 霧島緑の村

隼人・天降川コース 
（距離　約20km） 400人 8:30 10:00 鹿児島神宮

◎コースおよび出発時刻など

A

B

C

D

難易度

初〜中級

上　級

初〜中級

初　級

◎参加料
【 事前申込 】 　一般/1,800円  中・高校生/ 900円  小学生以下/400円
【 当日申込 】 　一般/2,000円  中・高校生/1,000円  小学生以下/500円

参加料には、大会誌、コース図、大会記念バッチ、保険料などが含まれます。
※当日申込の方には大会誌・大会記念バッチが含まれません。

（ 入浴サービス制度は、各施設の優待制度に変わりました ）
1日のみ参加の場合も2日間参加の場合も同額です。
参加取消による参加料の返却はしませんので、ご了承ください。

◎参加申込方法
事前申込期限＝2月10日（ 木 ）※郵便局受付日有効（ 定員になり次第
締め切ります ）事前に電話で仮申し込みいただいた後、送付された
大会要項に基づきお申し込みください。（ 大会当日も参加申込を受
け付けますが、事前申込をされた方と参加料および参加賞の内容が
異なります ）

第15回

3月19日（土）20日（日）

ガイドブック
『霧島市の田のかんさぁ』

最新式トレーニング器具（フリーウエート）
※体育館２階に設置

学科名 クラス
数 定員

スポーツ 
健康科 1 40

ビジネス 
情報科 3 120

園芸工学科 1 40

生活文化科 2 80

初
午
祭

❖
期
日
＝
2
月
20
日（
日
）

❖
時
間
＝
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時
ご
ろ

　（
出
場
馬
数
に
よ
っ
て
多
少
変
わ
り
ま
す
）

❖
会
場
＝
鹿
児
島
神
宮
と
そ
の
周
辺

は
つ
う
ま
さ
い

◎問い合わせ先＝観光課観光グループ�☎（64）0895
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K irishima Information

☎（
64
）０
９
１
５

第
７
回
き
り
し
ま
写
真
展

「
き
り
し
ま
魅
力
発
信
」を
テ
ー

マ
に
募
集
し
、
入
賞
・
入
選
し
た

作
品
を
展
示
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

◦�

期
間
＝
２
月
10
日（
木
）～
22
日

（
火
）

◦�

場
所
＝
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
１
階
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

※�

期
間
終
了
後
、
上
位
入
賞
作
品

の
み
教
育
委
員
会
各
出
張
所
な

ど
で
巡
回
展
示
を
し
ま
す
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
文
化
振
興
課

☎（
42
）１
１
１
９

住
居
表
示
の
実
施
で

住
所
が
変
わ
り
ま
す

次
の
地
域
で
住
居

表
示
を
実
施
し
ま
す
。

そ
れ
に
伴
い
実
施
区

域
内
の
住
宅
、
店
舗
、

会
社
な
ど
の
住
所
が

変
更
に
な
り
ま
す
。

住
居
表
示
と
は
住

所
の
表
し
方
の
一
つ

で
、
実
施
区
域
内
で

は
今
ま
で
の
土
地
の

地
番
を
使
用
し
た
住

所
か
ら
、
定
め
ら
れ

た
基
準
に
従
い
新
た
に
建
物
に
符

号
を
付
け
た
住
所
に
変
更
に
な
り

ま
す
。

住
居
表
示
の
実
施
に
よ
り
各
種

住
所
変
更
の
手
続
き
に
証
明
書
が

必
要
な
方
は
、
実
施
日
以
降
に
市

民
課
で
住
居
表
示
変
更
証
明
書
を

無
料
発
行
し
ま
す
の
で
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
実
施
日
以
降
、

住
居
表
示
実
施
区
域
内
へ
の
郵
便

物
な
ど
の
あ
て
先
は
新
住
所
で
お

願
い
し
ま
す
。（
た
だ
し
、
当
分

の
間
は
旧
住
所
で
も
配
達
さ
れ
ま

す
）
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

◦�

実
施
区
域
＝
国
分
野
口
、
国
分

上
小
川
、
国
分
福
島
、
国
分
松

木
の
各
一
部
の
地
区

◦�

新
し
い
町
名
（
図
参
照
）
＝
国

分
野
口
東
、
国
分
中
央
六
丁
目
、

国
分
福
島
三
丁
目

◦�

実
施
日
＝
２
月
７
日（
月
）

再
公
売（
不
動
産
）に
つ
い
て

滞
納
処
分
の
一
環
と
し
て
市
が

差
し
押
さ
え
た
不
動
産
を
換
価
す

る
た
め
に
再
公
売
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
不
動
産
の
所
在
な
ど
の
詳

細
は
、
市
の
掲
示
板
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

◦�

公
売
方
法
＝
入
札

◦�

日
時
＝
２
月
25
日（
金
）午
後
２

時
か
ら

◦�

場
所
＝
国
分
公
民
館
３
階
大
会

議
室
（
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
内
）

【
公
売
物
件
】

◦�

所
在
地
＝
福
山
町
福
沢
字
柚
木

ノ
上
４
６
５
８
番
12
外
１
筆

◦�

地
目
＝
宅
地

◦�

建
ぺ
い
率
＝
70
㌫

を
書
い
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

◦�

医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
は
、

医
療
費
の
領
収
書
を
病
院
・
個

人
ご
と
に
１
年
分
ま
と
め
て
整

理
し
、
計
算
し
て
お
い
て
く
だ

さ
い
。

※�

所
得
税
の
確
定
申
告
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
は
加
治
木
税
務
署

☎（
62
）２
１
６
１
ま
で

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
税
務
課
市
民

税
グ
ル
ー
プ
☎（
64
）０
８
８
４
、

各
総
合
支
所
地
域
振
興
課

建
国
記
念
の
日
祝
賀
行
事

国
の
誕
生
を
祝
い
、
先
人
の
偉

業
に
感
謝
し
、
国
を
愛
す
る
心
を

養
い
、
よ
り
豊
か
で
平
和
な
日
本

を
築
く
た
め
、
建
国
記
念
の
日
の

祝
賀
行
事
を
実
施
し
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◦�

日
時
＝
２
月
11
日
（
金
、
建
国

記
念
の
日
）
午
前
９
時
～
10
時

40
分

◦�

場
所
＝
福
山
活
性
化
セ
ン
タ
ー

◦�

内
容
＝
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
（
陸
上

自
衛
隊
音
楽
隊
演
奏
）、
式
典

（
金
管
バ
ン
ド
演
奏
や
薬
丸
野の

太だ

刀ち

自
顕
流
披
露
な
ど
）

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
道
義
高
揚
・

豊
か
な
心
推
進
協
議
会
事
務
局

（
総
務
課
市
民
運
動
推
進
室
）

平
成
23
年
度
市
県
民
税
・

国
民
健
康
保
険
税
・
介
護

保
険
料
・
長
寿
（
後
期

高
齢
者
）
医
療
保
険
料
の

申
告
に
つ
い
て

平
成
22
年
分
の
所
得
の
申
告
時

期
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
申
告
は
、

市
県
民
税
額
を
正
し
く
算
出
す
る

基
礎
と
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
国

民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
・

長
寿
（
後
期
高
齢
者
）
医
療
保
険

料
の
算
定
基
礎
と
な
り
ま
す
。
申

告
を
し
な
い
と
国
民
健
康
保
険
税

や
長
寿
（
後
期
高
齢
者
）
医
療
保

険
料
の
軽
減
措
置
を
受
け
ら
れ
な

く
な
る
ほ
か
、
市
営
住
宅
や
保
育

園
な
ど
の
手
続
き
に
必
要
な
所
得

証
明
書
な
ど
が
発
行
で
き
な
く
な

り
ま
す
。

申
告
の
日
程
な
ど
は
、
１
月
12

日
に
発
送
し
た
「
平
成
23
年
度
申

告
案
内
」（
Ａ
３
用
紙
）
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
税
務
担
当
課
ま
で

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
次
の
こ
と
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◦�

営
業
や
農
業
な
ど
の
収
支
が
あ

る
方
は
、
領
収
書
な
ど
を
整
理

し
、
あ
ら
か
じ
め
収
支
内
訳
書

市からの
お知らせや
募集などの
情報をお届けします。
詳細な情報は掲載されている問い
合わせ先に、ご連絡ください。

◎霧島市からのお知らせ

◦�

容
積
率
＝
４
０
０
㌫

◦�

都
市
計
画
＝
都
市
計
画
区
域
内

◦�

用
途
地
域
＝
無
指
定
地
域

公
売
物
件
の
買
い
受
け
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
市
役
所
に
掲
示
し

て
あ
る
「
公
売
公
告
兼
見
積
価
額

公
告
」
や
「
公
売
の
し
お
り
」
な

ど
で
、
物
件
（
入
札
参
加
条
件
）

の
詳
細
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
入
札
に
参
加
す
る
前
に
現

地
で
の
公
売
物
件
の
状
況
確
認
や
、

所
在
地
を
管
轄
す
る
法
務
局
な
ど

で
登
記
簿
を
閲
覧
し
、
権
利
関
係

な
ど
の
確
認
を
し
て
お
く
こ
と
を

お
薦
め
し
ま
す
。

※�

滞
納
市
税
な
ど
が
完
納
さ
れ
た

場
合
は
公
売
が
中
止
さ
れ
ま
す
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
収
納
課
収
納

第
３
グ
ル
ー
プ
☎（
64
）０
８
９

２
自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
・

マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う

最
近
、
歩
道
上
で
自
転
車
と
歩

行
者
が
接
触
す
る
交
通
事
故
が
増

え
て
い
ま
す
。
自
転
車
は
道
路
交

通
法
上
、「
車
両
」
で
あ
り
、
道

路
標
識
で
歩
道
通
行
可
が
示
さ
れ

て
い
る
場
合
、
13
歳
未
満
の
子
ど

も
・
70
歳
以
上
の
高
齢
者
・
身
体

の
不
自
由
な
方
が
運
転
す
る
場
合
、

後
２
時
～
２
時
30
分

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
国
分
図
書
館

☎（
64
）０
９
１
８　

●
隼
人
図
書
館

【
語
り
の
部
屋
（
語
り
の
会
あ
も

り
）】

◦�

日
時
／
対
象
＝
２
月
13
日（
日
）

午
前
11
時
～
11
時
40
分
／
５
歳

以
上

【
お
は
な
し
の
部
屋
】

◦�

日
時
／
対
象
＝
２
月
３
日（
木
）

午
後
４
時
～
４
時
30
分
／
幼
児
、

２
月
４
日（
金
）午
前
11
時
～
11

時
30
分
／
赤
ち
ゃ
ん
、
２
月
20

日（
日
）午
前
11
時
～
11
時
30
分

／
幼
児
・
小
学
生

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
隼
人
図
書
館

☎（
43
）７
５
７
４

な
つ
か
し
の
映
画
を
観
る
会

◦�

時
間
＝
毎
週
木
曜
日
、
午
後
１

時
30
分
か
ら（
開
場
午
後
１
時
）

◦�

場
所
＝
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
鑑

賞
室
（
無
料
）
予
約
不
要

◦�

定
員
＝
80
人（
入
場
制
限
あ
り
）

【
２
月
の
上
映
作
品
】

２
月
は「
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
デ
ィ
ー

ン
＋
１
特
集
」
で
す
。

◦�

３
日
＝
エ
デ
ン
の
東
（
１
１
５

分
・
54
年
）
第
１
次
世
界
大
戦

下
、
農
場
を
営
む
家
族
の
確
執

や
む
を
得
な
い
場
合
な
ど
を
除
き
、

原
則
車
道
の
左
側
端
を
通
行
す
る

よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
自
転
車
が
歩
道
を
通
行

す
る
場
合
は
、
歩
道
の
中
央
か
ら

車
道
寄
り
を
徐
行
し
、
歩
行
者
の

通
行
を
妨
げ
る
お
そ
れ
が
あ
る
時

は
一
時
停
止
す
る
な
ど
、
歩
行
者

の
通
行
を
優
先
さ
せ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

次
の
よ
う
な
自
転
車
運
転
は
危

険
で
す
の
で
、
絶
対
に
止
め
ま

し
ょ
う
。

・�

自
転
車
の
二
人
乗
り

・�

二
台
以
上
の
並
列
走
行

・�

無
灯
火
運
転
、
飲
酒
運
転

・�

傘
を
差
し
な
が
ら
の
運
転

・�

携
帯
電
話
で
の
通
話
や
メ
ー
ル

を
し
な
が
ら
の
運
転

・�

イ
ヤ
ホ
ン
で
音
楽
な
ど
を
聴
き

な
が
ら
の
運
転

※�

幼
児
・
児
童
が
自
転
車
に
乗
る

場
合
、
保
護
者
は
必
ず
ヘ
ル

メ
ッ
ト
を
着
用
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
安
心
安
全
課

交
通
防
犯
グ
ル
ー
プ
☎（
64
）０

９
９
７

部
落
解
放

第
６
回
霧
島
市
研
究
集
会

市
民
一
人
一
人
が
人
権
問
題
を

自
ら
の
課
題
と
し
て
受
け
止
め
、

正
し
い
理
解
と
人
権
尊
重
思
想
の

普
及
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

（
入
場
無
料
、
手
話
通
訳
あ
り
）

◦�

日
時
＝
１
月
29
日（
土
）午
後
１

時
30
分
～
４
時

◦�

場
所
＝
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

◦�

テ
ー
マ
＝
人
権
の
ま
ち　

き
り

し
ま
を
め
ざ
し
て

◦�

内
容
／
演
目
＝
人
権
漫
才
（
コ

ン
ト
あ
お
ぞ
ら
）
／
身
近
な
と

こ
ろ
か
ら
人
権
学
習
を
～
差
別

を
笑
い
で
吹
き
飛
ば
そ
う
！
～

◦�

そ
の
他
＝
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
（
津

軽
三
味
線
）、
子
ど
も
た
ち
の

作
品
展

※
託
児
あ
り
（
要
事
前
予
約
）

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
隼
人
人
権
啓

発
セ
ン
タ
ー
☎（
42
）０
５
５
８
、

市
民
課
人
権
擁
護
推
進
グ
ル
ー

プ
☎（
64
）０
９
０
１

伐
採
後
の
造
林
の

届
出
制
度
に
つ
い
て

地
域
森
林
計
画
の
対
象
と
な
っ

て
い
る
民
有
林
の
立
木
を
伐
採

（
主
伐
）
す
る
と
き
は
、
伐
採
を

行
う
森
林
の
所
在
す
る
市
町
村
へ

伐
採
お
よ
び
伐
採
後
の
造
林
の
届

出
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。（
保
安
林
な
ど
の
伐
採

は
県
知
事
の
認
可
が
必
要
で
す
）

◦�

届
出
期
間
＝
伐
採
を
開
始
し
よ

う
と
す
る
日
の
90
日
前
か
ら
30

日
前
ま
で
の
間

◦�

届
出
方
法
＝
届
出
書
を
林
務
水

産
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
産
業

振
興
課
へ
１
部
提
出

◦�

届
出
書
の
記
載
内
容
＝
森
林
の

所
在
場
所
、
面
積
、
伐
採
方
法
、

造
林
方
法
な
ど
12
項
目

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
林
務
水
産
課

☎（
64
）０
９
３
８

図
書
館
情
報

毎
月
、
読
み
聞
か
せ
や
わ
ら
べ

う
た
な
ど
の
内
容
で
お
は
な
し
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

●
国
分
図
書
館

【
り
ん
ご
の
木
お
は
な
し
会
】

「
幼
児
と
小
学
生
の
た
め
の
お
は

な
し
の
部
屋
」

◦�

日
時
＝
２
月
５
日（
土
）午
前
10

時
30
分
～
11
時
30
分

「
赤
ち
ゃ
ん
と
わ
ら
べ
う
た
・
え

ほ
ん
の
へ
や
」

◦�

日
時
＝
２
月
７
日（
月
）午
前
10

時
30
分
～
11
時

【
ほ
る
と
の
森
の
お
は
な
し
会
】

◦�

日
時
＝
２
月
12
、
26
日（
土
）午

お
知
ら
せ

◎問い合わせ先＝都市整備課☎（64）0908
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舞鶴中学校
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聴
き
、
そ
の
解
決
や
実
現
を
図
り

ま
す
。〈
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守
〉

◦�

日
時
／
場
所
／
連
絡
先

・�

２
月
10
日（
木
）午
前
９
時
～
12

時
／
牧
園
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

／
牧
園
総
合
支
所
地
域
振
興
課

☎（
76
）１
１
１
１

・�

２
月
14
日（
月
）午
前
10
時
～
12

時
／
隼
人
庁
舎
宿
直
室
／
隼
人

地
域
振
興
課
☎（
42
）１
１
１
１

・�

２
月
17
日（
木
）午
前
10
時
～
午

後
３
時
／
霧
島
総
合
支
所
１
階

和
室
／
霧
島
総
合
支
所
地
域
振

興
課
☎（
57
）１
１
１
１

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
秘
書
広
報
課

広
報
広
聴
グ
ル
ー
プ
☎（
64
）

０
９
５
５募

　
集

第
10
回
黄
金
の
郷さ

と

山
ケ
野
史
跡
め
ぐ
り

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

三
百
余
年
の
歴
史
に
ロ
マ
ン
を

秘
め
る
山
ヶ
野
金
山
で
史
跡
を
め

ぐ
り
な
が
ら
、
楽
し
く
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
を
し
ま
せ
ん
か
。

◦�

日
時
＝
３
月
６
日（
日
）午
前
８

時
30
分
～
午
後
４
時
20
分

◦�

集
合
場
所
＝
横
川
丸
岡
公
園

（
緑
地
公
園
）

◦�

受
付
＝
午
前
８
時
10
分
～
８
時

30
分

◦�

参
加
資
格
＝
健
康
で
完
歩
可
能

な
方
（
歩
行
距
離
約
13
㌔
）

◦�

参
加
料
＝
一
般
２
５
０
０
円
、

高
校
生
以
下
１
０
０
０
円
（
未

就
学
児
は
無
料
。
た
だ
し
保
護

者
同
伴
）

◦�

募
集
定
員
＝
３
０
０
人
（
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

◦�

申
込
方
法
＝
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦�

申
込
期
間
＝
１
月
24
日（
月
）～

２
月
４
日（
金
）

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
実
行

委
員
会
事
務
局
☎（
64
）６
８
３

３
、
℻（
72
）１
８
７
５

市
長
と
ラ
ン
チ
で

語
イ
も
ん
そ
会

一
日
移
動
市
長
室
の
実
施
に
合

わ
せ
、
溝
辺
地
区
内
で
活
動
さ
れ

て
い
る
グ
ル
ー
プ
を
２
グ
ル
ー
プ

募
集
し
ま
す
。
１
グ
ル
ー
プ
６
人

以
内
で
す
。

◦�

日
時
＝
２
月
15
日（
火
）正
午
～

午
後
１
時

◦�

場
所
＝
溝
辺
総
合
支
所
会
議
室

◦�

食
事
代
＝
自
己
負
担
６
０
０
円

◦�
申
込
期
限
＝
２
月
１
日（
火
）

◦�
申
込
方
法
＝
直
接
ま
た
は
電
話

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※�

会
の
内
容
を
要
約
し
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
ま
す
。

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
秘
書

広
報
課
広
報
広
聴
グ
ル
ー
プ
☎

（
64
）０
９
５
５

霧
島
市
奨
学
生
募
集

市
教
育
委
員
会
で
は
平
成
23
年

度
霧
島
市
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

【
奨
学
生
の
資
格
】

市
内
に
居
住
す
る
方
の
子
で
、

高
等
学
校
、専
修
学
校
、短
大
、大

学
、大
学
院
な
ど
に
在
学（
予
定
）

し
、
学
業
、
人
物
と
も
に
優
秀
で
、

か
つ
健
康
上
修
学
に
支
障
が
な
く
、

学
資
の
支
弁
が
困
難
と
認
め
る
方

（
国
お
よ
び
県
の
奨
学
資
金
と
の

併
用
は
で
き
ま
せ
ん
）。

詳
細
に
つ
い
て
は
直
接
お
問
い

合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◦�

貸
与
月
額（
平
成
22
年
度
現
在
）

＝
高
校
な
ど
／
１
万
８
０
０
０

円
以
内
、
大
学
な
ど
／
４
万
４

０
０
０
円
以
内
、
大
学
院
／
８

万
７
０
０
０
円
以
内

※
す
べ
て
無
利
子
で
す
。

◦�

貸
与
期
間
＝
当
該
学
校
の
正
規

の
修
業
期
間
中

◦�

返
還
＝
貸
与
額
を
卒
業
の
翌
月

を
描
い
た
青
春
映
画
。

◦�

10
日
＝
理
由
な
き
反
抗
（
１
１

１
分
・
55
年
）
ジ
ェ
ー
ム
ス
・

デ
ィ
ー
ン
の
金
字
塔
的
作
品

◦�
17
日
＝
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
（
２
０

１
分
・
56
年
）
ア
メ
リ
カ
建
国

を
テ
ー
マ
に
し
た
小
説
を
映
画

化
し
た
作
品

◦�

24
日
＝
シ
ェ
ー
ン（
１
１
８
分
・

53
年
）
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
を
手
が

け
た
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ス
監
督
作

品
（
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
デ
ィ
ー
ン

の
出
演
な
し
）

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
メ
デ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
☎（
64
）０
９
１
９

相
　
談

人
権
相
談

家
族
間
の
問
題
、
財
産
・
相
続

の
問
題
、
差
別
、
い
じ
め
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
に
関
す
る
相
談

に
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

◦�

相
談
日
／
場
所

・�

２
月
８
日（
火
）／
牧
園
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー

・�

２
月
８
日（
火
）／
福
山
公
民
館

分
館

・�

２
月
17
日（
木
）／
国
分
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
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か
ら
起
算
し
て
１
年
後
か
ら
、

高
校
な
ど
は
８
年
間
、
大
学
な

ど
は
10
年
間
、
大
学
院
は
２
か

年
課
程
が
10
年
間
、
３
か
年
課

程
が
15
年
間
で
月
賦
、
半
年
賦

ま
た
は
年
賦
で
全
額
返
還

※�

大
学
な
ど
、
大
学
院
の
２
か
年

課
程
ま
た
は
３
か
年
課
程
の
う

ち
、
い
ず
れ
か
２
つ
以
上
の
貸

与
を
受
け
る
人
に
つ
い
て
は
、

返
還
期
間
を
15
年
ま
た
は
20
年

の
う
ち
か
ら
選
択
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

◦�

申
込
締
切
＝
３
月
31
日（
木
）

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
教
育

総
務
課
教
育
総
務
グ
ル
ー
プ
☎

（
42
）１
１
１
５
、
国
分
教
育
総

務
課
、
各
出
張
所
教
育
振
興
課

教
育
グ
ル
ー
プ

ご
み
収
集
日
程
表
・
分
別
表

広
告
掲
載
の
お
願
い

市
で
は（
有
）国
分
新
生
社
印
刷

と
共
同
で
来
年
度
の
霧
島
市
「
ご

み
収
集
日
程
表
・
分
別
表
」
の
発

行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
掲
載
す

る
ご
み
関
連
情
報
は
生
活
に
密
着

し
た
情
報
の
た
め
、
市
民
の
目
に

触
れ
る
機
会
が
多
く
、
ま
た
全
世

帯
に
配
布
す
る
の
で
広
告
媒
体
と

し
て
大
い
に
期
待
で
き
ま
す
。

◦�

場
所
＝
国
分
公
民
館
小
会
議
室

（
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
内
）

◦�
対
象
者
＝
３
歳
以
下
の
幼
児
と

そ
の
保
護
者

◦�

定
員
＝
10
組
（
申
込
多
数
の
場

合
は
抽
選
、
少
数
の
場
合
は
中

止
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

◦�

申
込
期
限
＝
２
月
１
日（
火
）

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
企
画

政
策
課
国
際
交
流
グ
ル
ー
プ
☎

（
64
）０
９
１
４

県
営
住
宅
へ
の
入
居
に
つ
い
て

県
で
は
平
成
23
年
度
に
県
営
住

宅
へ
の
入
居
を
希
望
さ
れ
る
方
を

対
象
に
、
空
き
家
待
ち
順
位
登
録

の
公
開
抽
選
を
行
い
ま
す
。

◦�

申
込
書
の
配
布
・
受
付
期
間
＝

２
月
７
日（
月
）～
28
日（
月
）

◦�

抽
選
日
時
＝
３
月
10
日（
木
）午

後
２
時

◦�

抽
選
場
所
＝
県
姶
良
・
伊
佐
地

域
振
興
局
４
階
中
会
議
室

※�

申
し
込
み
の
手
続
き
は
指
定
管

理
者（
株
）南
日
ホ
ー
ム
姶
良
支

店
（
姶
良
市
加
治
木
町
木
田
２

０
７
８
─５
）
に
委
託
し
て
い

ま
す
。

◎�

申
込
書
配
布
・
申
込
・
問
い
合

わ
せ
先
＝（
株
）南
日
ホ
ー
ム
姶

良
支
店
☎（
64
）３
８
８
０

広
告
募
集
の
た
め
、
国
分
新
生

社
印
刷
社
員
が
市
内
の
企
業
な
ど

に
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

※�

広
告
募
集
の
詳
細
は
国
分
新
生

社
印
刷（
担
当:

川
田
）☎（
45
）

�

４
８
８
０
、メ
ー
ルs-kokubu�

@
alm
ond.ocn.ne.jp

へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�

応
募
多
数
の
場
合
、
掲
載
で
き

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
環
境
衛
生
課

廃
棄
物
対
策
グ
ル
ー
プ
☎（
64
）

０
９
５
０

第
８
回
き
り
し
ま
歴
史
散
歩

◦�

日
時
＝
２
月
５
日（
土
）午
前
９

時
～
12
時
（
小
雨
決
行
）

◦�

受
付
＝
午
前
８
時
45
分
～
９
時

◦�

集
合
場
所
＝
福
山
活
性
化
セ
ン

タ
ー
（
牧
之
原
、
物
産
館
ふ
く

ふ
く
ふ
れ
あ
い
館
隣
）

◦�

定
員
＝
50
人
（
先
着
順
）

◦�

対
象
＝
小
学
生
以
上
（
保
護
者

同
伴
の
場
合
は
幼
児
も
可
）

◦�

参
加
料
＝
３
０
０
円

◦�

見
学
場
所
＝
福
山
牧
跡
（
旧
薩

摩
藩
の
牧
場
跡
）、
惣そ

う

陣じ
ん

ヶ
丘

（
高
さ
約
１
０
０
㍍
の
丘
に
登

り
ま
す
）

◦�

申
込
方
法
＝
直
接
ま
た
は
電
話

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦�

申
込
期
間
＝
１
月
18
日（
火
）～

28
日（
金
）

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
福
山

出
張
所
教
育
振
興
課
☎（
56
）２

０
２
６

市
民
活
動
の
イ
ロ
ハ
塾

市
民
活
動
に
興
味
の
あ
る
方
、

市
民
活
動
を
始
め
よ
う
と
考
え
て

い
る
方
、
市
民
活
動
の
運
営
に

困
っ
て
い
る
方
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を

設
立
し
た
い
方
な
ど
を
対
象
に
、

市
民
活
動
に
関
す
る
基
礎
的
な
講

座
を
２
回
開
催
し
ま
す
。

◦�

受
講
料
＝
無
料

◦�

申
込
期
限
＝
１
月
27
日（
木
）

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
共
生

協
働
推
進
課
☎（
64
）０
９
８
８

パ
ソ
コ
ン
講
座

４
０
３
／
エ
ク
セ
ル
２
０
０
７

講
座
（
入
門
コ
ー
ス
）

２
月
15
日（
火
）～
16
日（
水
）

４
０
４
／
エ
ク
セ
ル
２
０
０
７

講
座（
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
コ
ー
ス
）

２
月
17
日（
木
）～
18
日（
金
）

◦�

時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～
午
後

３
時
30
分

◦�

対
象
＝
文
字
入
力
や
基
本
的
な

マ
ウ
ス
操
作
が
で
き
る
方

◦�

会
場
＝
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

◦�

受
講
料
＝
１
０
０
０
円

◦�

申
込
方
法
＝
往
復
は
が
き
に
講

座
番
号
、
講
座
名
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
郵
送

◦�

申
込
締
切
＝
２
月
３
日（
木
）

◦�

受
講
決
定
＝
は
が
き
で
通
知

（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
メ

デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
☎（
64
）０
９

１
９

中
国
語
＆
英
語
de

読
み
聞
か
せ

中
国
と
ア
メ
リ
カ
出
身
の
国
際

交
流
員
２
人
が
母
国
語
で
絵
本
な

ど
の
読
み
聞
か
せ
を
し
ま
す
。

◦�

日
時
＝
２
月
８
日（
火
）午
前

11
時
～
11
時
30
分

・�

２
月
24
日（
木
）／
隼
人
庁
舎

・�

２
月
25
日（
金
）／
溝
辺
総
合
支

所
◦�

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
３
時

◦�

担
当
者
＝
霧
島
人
権
擁
護
委
員
、

法
務
局
職
員

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
鹿
児
島
地
方

法
務
局
霧
島
支
局
☎（
45
）０
０

６
４

女
性
の
た
め
の
無
料
相
談

悩
み
や
問
題
を
女
性
の
相
談
員

が
あ
な
た
と
と
も
に
考
え
、
問
題

解
決
へ
向
か
う
お
手
伝
い
を
し
ま

す
。
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

定
例
行
政
相
談

国
の
行
政
機
関
な
ど
に
対
す
る

苦
情
、
要
望
お
よ
び
相
談
ご
と
を

場所 霧島市働く婦人の家 隼人庁舎
期日 2月12日（土） 2月22日（火）
時間 12：30 ～ 17：00 13：30 ～ 16：30

相談
方法

<面接相談>
予約：要

☎099（254）2651
メンタルケア研究会・

コラソン

<面接相談>
<電話相談>
予約：不要

電話相談の場合
☎（42）1111

対象 市内在住または市内事業所へ勤務する女性

◎問い合わせ先＝企画政策課�☎（64）0914

日時 場所 内容 講師

1/29（土） 
13：30 ～
15：30

国分公民館 
３階中会議室 

（国分シビック
センター内）

市民活動の
助成金に
ついて

かごしまNPO
支援センター

理事長 
小浜洋一さん

2/5（土） 
13：30 ～
15：30

国分総合福祉
センター３階 

大会議室

市民活動
事例紹介

市民活動
実践者

※定員（各30人）になり次第締め切ります。
※１回のみの受講も可能です。
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n
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う
ぶ
声

届
出
日
（
11
／
16
～
12
／
15
）

◎
国
分
地
区

（
出
生
児
）	

（
届
出
者
）	（
自
治
会
）

大
重　

茉ま

里り

奈な	

芳
文	

広
瀬
８

河
野　

ゆ
い	

美
公	

三
郷

竹
ノ
内　

彩あ
や

乃の	

浩
司	

春
山

南
園　

栞か
ん

那な	

友
樹	

妻
屋

安
部　

大た
い

雅が	

浩
一
郎	

高
橋

山
口　

凛り

乙お

花か	

誠	

小
畑

牧
田　

明め

莉り

生い	

和
也	

広
瀬
16

山
下　

大た
い

賀が	

成
人	

塚
脇

山
岡　

聖せ
い

和な	

健
司	

園
田

別
府　

亮
り
ょ
う

誠せ
い	

正
文	

川
内
団
地

浦
上　

愛あ
い

実み	

満	

小
畑

狩
生　

蓮は
す

己み	

尚
人	

青
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

久
保　

柚ゆ
ず

果か	
隆
史	

新
地
東

中
𠩤　

大だ
い

喜き	
利

	

迫
田
１

興
梠　

夢ゆ

結ゆ	

正
利	
三
郷

中
村　

想そ
う	

愛
加	
松
木
元

平
野　

陽は
る

大と	

道
宏	
広
瀬
21

今
别
府　

誠
ま
こ
と	

幸
一	

鳥
越

山
口　

丈
じ
ょ
う

二じ	

朝
博	

広
瀬
17

久
米
村　

侑ゆ

里り	

博
文	

神
田
東

畠
山　

琴こ
と

音ね	

哲
也	

神
田
東

内
之
段　

柚ゆ
づ
き月	

順
也	

剣
之
宇
都

冨
田　

杏あ

ん音	

昌
嗣	

新
地
東

永
野　

柚ゆ
ず

那な	

琢
磨	

福
島
１

堀
内　

杏あ
ん

樹じ
ゅ	

勝
幸	

広
瀬
16

野
﨑　

亜あ

珠じ
ゅ	

一
也	

小
畑

楠
元　

春は
る

哉や	

直
哉	

小
畑

有
村　

翔
し
ょ
う

大だ
い	

秀
人	

名
波
４

山
本　

美み

優ゆ
う	

誠	

福
島
８

矢
野　

瑛え
い

士と	

照
海	

新
清
水
団
地

外
園　

千ち

な奈	

大
輔	

豊
北

森
元　

美み

佑ゆ
う	

和
基	

県
営
名
波
ハ
イ
タ
ウ
ン

碇
山　

ひ
ま
り	

将
大	

広
瀬
16

前
川　

浩こ
う

史し

朗ろ
う	

治	

久
保
田

原
田　

弘ひ
ろ

翔と	

弘
輔	

迫
田
２

松
本　

紗さ

な奈	

久
人	

三
郷

安
藤　

大た
い

誓せ
い	

浩
二	

広
瀬
17

小
鯛　

乃の

の々

華か	

一
彦	

名
波
６

山
木　

雄ゆ
う

太た	

健
次
郎	

旭
通
り

長
谷
川　

奏そ
う
る月	

寛
之	

新
重
久
団
地

種
子
島　

柚ゆ
い	

進
矢	

川
跡
西

佐
多　

歩
あ
ゆ
む	

光
世	

東
馬
場

岡
﨑　

仁じ
ん	
裕
次	

広
瀬
16

◎
溝
辺
地
区

中
吉　

優ゆ
づ
き月	

哲
平	

セ
ジ
ュ
ー
ル
シ
エ
ル

永
田　

大だ
い
も
ん

偉
門	

誠	

麓
原

壹
岐　

妃ひ
よ
り和	

隆
弘	

十
文
字
団
地
２
号
棟

岡
部　

謙け
ん

吾ご	

義
弘	

中
水
尻

壽　
　

野の

愛あ	

康
浩	

ス
カ
イ
ビ
レ
ッ
ジ

町
田　

煌こ
う

成せ
い	

貴
之	

十
文
字

林　
　

優ゆ
う

心し
ん	

美
佐
輝	

十
文
字
団
地
２
号
棟

◎
横
川
地
区

田
中　

里り

さ紗	

正
純	

清
水
川
団
地

田
上　

あ
か
り	

俊
介	

上
新
ハ
イ
ツ

◎
牧
園
地
区

大
宮
路　

琉る

生い	

洋
志	

高
千
穂
４
区

松
村　

紗さ

季き	

美
保	

高
千
穂
７
区

◎
霧
島
地
区

木
野
田　

怜れ

美み	

幸
平	

入
水

柳
園　

逞
た
く
ま	

健
介	

堀
之
内

池
原　

唯ゆ
い	

雄
二
郎	

霧
島

◎
隼
人
地
区

森　
　

優ゆ
う

太た

朗ろ
う	

将
樹	

御
前
馬
場
西

小
田
原　

亮
り
ょ
う

馬ま	

哲
朗	

宮
西

小
田
原　

莉ま
り
あ娃	

哲
朗	

宮
西

小
湊　

凛り
ん	

洋
介	

住
吉
15

坂
田　

彪た
け
る琉	

雄
樹	

中
道
１
の
西

井
手
上　

瑞み
ず

穂ほ	

隼
人	

中
須
西

林　
　

宥ゆ
う

介す
け	

芳
信	

住
吉
団
地

冨
満　

心み

優ゆ	

亮
兵	

天
降
川

久
木
田  

夢ゆ
め

乃の

介す
け	

元
気	

川
尻
北

𠮷
永　

め
ぐ
り	

周
史	

西
瓜
川
原

𠮷
永　

さ
な
り	

周
史	

西
瓜
川
原

竹
下　

舞ま
り
ん倫	

智
行	

天
降
川

庵
下　

円ま
ど
か花	

修
二	

下
平

松
田　

唯ゆ
い

斗と	

哲
朗	

県
営
小
田
団
地

内
野　

倫と
も

希き	

伸
二	

新
川
７

南　
　

柚ゆ

葵き

乃の	

英
孝	

川
尻
北

瀨
戸
口　

晟
じ
ょ
う	

大
翼	

東
郷
団
地

淵
之
上　

羽は

奈な	

祐
介	

新
川
３

福
元　

凛り
ん

乃の	

洋
平	

見
次
１

溝
口　

雄ゆ
う

太た	

剛	

納
屋
１

宝
藏　

歩
あ
ゆ
み	

次
郎	

三
田
坪

折
田　

大や
ま
と和	

秀
和	

新
七

竹
田　

瑠る

愛な	

恵	

見
次
１

竹
田　

玲れ

愛な	

恵	

見
次
１

髙
安　

美み

羽う	

哲
二	

住
吉
15

内
嶋　

蕾ら
い

太た	

絵
梨	

山
野
北

濵
田　

奏か
の
ん音	

揚
平	

新
川
９

木
曽　

世せ

生い

愛な	

俊
一
郎	

川
尻
東

◎
福
山
地
区

大
當　

依い

緒お

梨り	

正
平	

東
牧
之
原

加
藤　

隼
は
や
と	

ち
ひ
ろ	

上
大
廻

中
園　

彩あ

心み	

誠	

下
牧
之
原

お
く
や
み

届
出
日
（
11
／
16
～
12
／
15
）

◎
国
分
地
区

（
氏　

名
）　　
　
　

 （
年
齢
）    （
自
治
会
）

松
㟢　

末
男　
　
　

93　
　

広
瀬
４

永
野　

靜
子　
　
　

92　
　

玄
亀
庵

中
野　

實
和　
　
　

84　
　

垂
元

安
田　

良
武　
　
　

84　
　

下
薄
木

福
森　

キ
ク
ヱ　
　

79　
　

府
中
前
東

飛
松　

シ
ヅ　
　
　

95　
　

赤
川

上
村　

正
義　
　
　

68　
　

塚
脇

德
田　

國
治　
　
　

84　
　

山
元

前
田　

ア
イ　
　
　

97　
　

後
本
戸

新
地　

香
介　
　
　

23　
　

松
木
中

児
島　

良
成　
　
　

64　
　

島
馬
場

小
森　

イ
ク　
　
　

97　
　

黒
塚

辻
田　

フ
ヂ
ヱ　
　

90　
　

神
田
東

祐
福　

ス
ミ　
　
　

101　
　

阿
御
前

岩
元　

益
夫　
　
　

80　
　

福
島
団
地

前
田　

進　
　
　
　

85　
　

広
瀬
10

三
宅　

達
也　
　
　

50　
　

後
川
内

豊
葊　

修　
　
　
　

62　
　

東
上
新

常
盤　

正
敏　
　
　

89　
　

東
今
村

中
西　

幸
義　
　
　

79　
　

迫
田
１

冨
元　

ミ
チ
子　
　

79　
　

重
久

堀
切　

ツ
ギ
ヱ　
　

96　
　

寺
馬
場

小
野　

五
次　
　
　

91　
　

秋
葉
通
り
１

本
田　

親
澄　
　
　

83　
　

岩
戸

雪
松　

ト
モ
子　
　

69　
　

重
久

宮
地　

妙
子　
　
　

74　
　

東
下

花
野　

幸
一　
　
　

59　
　

西
今
村

日
髙　

智
惠　
　
　

98　
　

仲
町

鎌
田　

フ
ヂ　
　
　

93　
　

新
馬
場

今
井　

孝
志　
　
　

78　
　

広
瀬
18

山
口　

ト
ミ　
　
　

84　
　

上
車
田

◎
溝
辺
地
区

沼
口　

シ
ツ
カ　
　

92　
　

今
別
府

阿
久
根　

勉　
　
　

87　
　

坂
ノ
上

◎
横
川
地
区

吉
見　

法
子　
　
　

95　
　

山
ケ
野

山
口　

フ
ミ　
　
　

92　
　

崎
山
団
地

井
手
上　

茂
満　
　

79　
　

二
牟
礼

福
吉　

朗　
　
　
　

87　
　

横
伏
敷

山
本　

ス
ヱ　
　
　

89　
　

下
深
川

住
吉　

ハ
ル
ノ　
　

96　
　

向
植
村

有
村　

チ
エ　
　
　

89　
　

正
牟
田

山
口　

一
郎　
　
　

46　
　

下
植
村

成
尾　

タ
ケ
ノ　
　

81　
　

大
里

東
麻
生
原　

美
和
子　

91　

柴
尾
田

◎
牧
園
地
区

若
松　

ミ
ギ　
　
　

93　
　

牧
園
10
区

前
田　

サ
チ　
　
　

79　
　

中
津
川
３
区

税
所　

久
子　
　
　

81　
　

高
千
穂
２
区

山
口　

ス
ヱ　
　
　

97　
　

牧
園
６
区

◎
霧
島
地
区

山
下　

畩
助　
　
　

70　
　

新
梅
北

新
垣　

義
晴　
　
　

75　
　

野
上

黒
江　

和
子　
　
　

78　
　
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
霧
島
荘

◎
隼
人
地
区

木
村　

秋
秀　
　
　

60　
　

真
孝
西
４

木
村　

ハ
ル
エ　
　

92　
　

真
孝
西
４

安
木　

涼
子　
　
　

45　
　

長
浜

樋
髙　

宗
吉　
　
　

88　
　

駅
前
１

稲
滿　

律
子　
　
　

85　
　

天
降
川

町
田　

ア
キ
ヱ　
　

95　
　

沢
馬
場
１

大
瀧　

よ
し
子　
　

85　
　

東
馬
場

池
田　

安
德　
　
　

83　
　

真
孝
15

中
山　

和
夫　
　
　

50　
　

新
溝

平
野　

喜
代
子　
　

47　
　

三
田
坪

秋
峯　

薫　
　
　
　

82　
　

真
孝
８

吉
見　

秀
夫　
　
　

59　
　

中
城
下

迫　
　

ト
メ　
　
　

100　
　

野
久
美
田
１

児
玉　

孝
一　
　
　

75　
　

長
浜

島
元　

國
雄　
　
　

86　
　

上
小
鹿
野

横
井　

武
造　
　
　

101　
　

餅
田
上

谷
口　

ト
シ
子　
　

87　
　

上
野

德
田　

ト
メ　
　
　

88　
　

川
尻
東

◎
福
山
地
区

赤
池　

昌
子　
　
　

79　
　

東
牧
之
原

指
宿　

幾
夫　
　
　

76　
　

比
曽
木
野

泊　
　

ノ
ブ　
　
　

85　
　

中
大
廻

前
𠩤　

親
幸　
　
　

60　
　

東
牧
之
原

上
村　

德　
　
　
　

91　
　

比
曽
木
野

野
元　

艶
子　
　
　

93　
　

中
大
廻

原
田　

源
市　
　
　

84　
　

磯
脇

お
知
ら
せ

霧
島
市
共
通
商
品
券
の

有
効
期
限
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

霧
島
市
共
通
商
品
券
の
有
効
期
限
は
平
成

23
年
２
月
28
日
（
月
）
ま
で
で
す
。
期
限
後

の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
期
限
内

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
商
品
券
の
販
売
は

終
了
し
ま
し
た
）

商
品
券
は
、
商
工
会
議
所
・
商
工
会
会
員

の
店
舗
で
利
用
で
き
、加
盟
店
に
は
表
示（
の

ぼ
り
・
ス
テ
ッ
カ
ー
）
が
あ
り
ま
す
。
商
工

会
議
所
・
商
工
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
加
盟

店
の
確
認
が
で
き
ま
す
。

◎ 

問
い
合
わ
せ
先
＝
霧
島
商
工
会
議
所
☎

（
45
）０
３
１
３
、
霧
島
市
商
工
会
☎（
42
）

２
１
２
８

鹿
児
島
高
専
吹
奏
楽
部

第
回
定
期
演
奏
会

◦ 

日
時
＝
１
月
30
日
（
日
）
午
後
２
時
30
分

開
演
（
午
後
２
時
開
場
）

◦ 

場
所
＝
霧
島
市
民
会
館

◦ 

入
場
料
＝
無
料

◦ 

演
奏
曲
＝
ア
ル
ヴ
ァ
マ
ー
序
曲
、
君
の
瞳

に
恋
し
て
る  

ほ
か

◎ 

問
い
合
わ
せ
先
＝
鹿
児
島
工
業
高
等
専
門

学
校
（
幸
田
）
☎（
42
）
９
０
９
４

交
通
事
故
無
料
相
談

交
通
事
故
に
よ
る
自
賠
責
保
険
や
任
意
自

動
車
保
険
の
請
求
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。

◦ 

相
談
日
＝
月
曜
日
～
金
曜
日（
祝
日
除
く
）

電
話
相
談
可

◦ 

時
間
＝
午
前
９
時
～
12
時
、
午
後
１
時
～

５
時

◦ 

弁
護
士
相
談
日
＝
毎
月
第
２
・
４
木
曜
日
、

面
談
相
談
の
み
（
要
予
約
）

◦ 

時
間
＝
午
後
１
時
～
４
時

◎ 

問
い
合
わ
せ
先
＝
鹿
児
島
自
動
車
保
険
請

求
相
談
セ
ン
タ
ー
☎
０
９
９
（
２
５
２
）

３
４
６
６
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顔
に
な
り
ま
し
た
。
子
育
て
に
一

人
で
悩
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
お
母

さ
ん
が
い
れ
ば
、
ぜ
ひ
参
加
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。
解
決
は
で
き
な

く
て
も
す
ご
く
す
っ
き
り
し
ま
す
。

お
勧
め
で
す
。
何
よ
り
私
の
い
ら

い
ら
に
優
し
く
付
き
合
っ
て
く
れ

た
夫
の
お
か
げ
で
す
が
。
あ
り
が

と
う
。（
ハ
ル
マ
マ
30
歳
女
性
）

●

最
後
の
言
葉
「
あ
り
が
と
う
」

は
こ
ち
ら
ま
で
泣
け
て
き
ま
す
。

ハ
ル
パ
パ
さ
ん
は
幸
せ
だ
。

11
月
に
福
山
活
性
化
セ
ン

タ
ー
で
人
権
セ
ミ
ナ
ー

が
開
催
さ
れ
、
石
井
め
ぐ
み
さ
ん

の
講
演
も
あ
り
大
勢
の
方
が
集
ま

り
ま
し
た
。
私
は
お
母
さ
ん
方
が

安
心
し
て
受
講
で
き
る
よ
う
に
と

託
児
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
。

初
め
て
の
体
験
で
内
心
ど
う
な
る

こ
と
や
ら
と
不
安
も
あ
り
ま
し
た

が
、
４
人
、
５
人
と
集
ま
る
に
つ

れ
て
、
子
ど
も
た
ち
は
す
ぐ
に
打

ち
解
け
て
い
ま
し
た
。
預
か
っ
た

15
人
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、

２
歳
か
ら
小
学
３
年
生
と
年
の
差

は
あ
っ
て
も
託
児
室
は
「
狭
い
な

が
ら
も
楽
し
い
わ
が
家
」
と
い
う

雰
囲
気
で
し
た
。
と
き
に
は
お
も

ち
ゃ
の
奪
い
合
い
を
し
な
が
ら
、

親
の
こ
と
を
思
い
出
す
こ
と
も
な

く
、
時
間
は
過
ぎ
で
行
き
ま
し
た
。

お
や
つ
の
時
間
も
準
備
さ
れ
た
ふ

く
れ
菓
子
は
瞬
く
間
に
子
ど
も
た

ち
の
口
の
中
に
、
私
の
ひ
ざ
も
い

つ
し
か
子
ど
も
た
ち
の
イ
ス
に
早

変
わ
り
で
す
。
絵
を
描
い
た
り
折

り
紙
を
し
た
り
、
忙
し
く
し
て
い

る
う
ち
に
託
児
室
に
は
お
母
さ
ん

た
ち
が
迎
え
に
来
て
、
そ
れ
ま
で

遊
び
に
夢
中
だ
っ
た
子
ど
も
た
ち

に
初
め
て
「
お
母
さ
ー
ん
」
の
声

が
聞
か
れ
ま
し
た
。
あ
れ
あ
れ
と

思
っ
て
い
る
う
ち
に
、
託
児
室
に

取
り
残
さ
れ
た
の
は
お
も
ち
ゃ
と

私
た
ち
だ
け
、
け
が
も
な
く
無
事

に
終
わ
っ
て
ほ
っ
と
す
る
や
ら
さ

み
し
い
や
ら
、
で
も
と
っ
て
も
楽

し
い
で
し
た
よ
。
ま
た
ね
。（
イ

ク
ち
ゃ
ん
の
娘
59
歳
女
性
）

●

子
ど
も
の
重
さ
に
幸
せ
を
感
じ

る
と
き
が
あ
り
ま
す
。
久
し
ぶ
り

に
ひ
ざ
の
上
で
抱
い
た
子
ど
も
の

ぬ
く
も
り
に
、
昔
を
思
い
出
し
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

寒
さ
を
感
じ
る
時
期
と
な
り
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行

し
て
い
る
よ
う
で
す
。
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
や
交
通
機
関
な
ど
で

咳せ

き
込
ん
で
い
る
お
客
さ
ん
が
、

マ
ス
ク
も
せ
ず
、
ハ
ン
カ
チ
で
口

元
を
押
さ
え
る
こ
と
も
な
く
近
く

に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
自
分
の

保
護
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
家
族

や
他
人
へ
の
感
染
予
防
の
た
め
に

も
ぜ
ひ
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
病
院
に

よ
っ
て
は
自
動
販
売
機
で
マ
ス
ク

を
販
売
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
多
発
す
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん

の
健
康
を
守
る
た
め
、
症
状
が
出

た
ら
外
出
を
控
え
、
ど
う
し
て
も

出
か
け
る
時
は
マ
ス
ク
の
着
用
を

お
願
い
し
ま
す
。
私
も
帰
宅
し
た

ら
う
が
い
、
手
洗
い
で
自
分
の
体

を
感
染
か
ら
守
り
た
い
と
思
い
ま

す
。（
Ｔ
・
Ｔ
55
歳
女
性
）

●

予
防
対
策
は
も
ち
ろ
ん
、
う
つ

さ
な
い
た
め
の
対
策
も
蔓ま

ん

延
を
防

ぐ
大
切
な
こ
と
で
す
。
か
ぜ
は
万

病
の
も
と
、
無
理
し
な
い
こ
と
が

一
番
で
す
。

※�

今
月
は
35
通
の
お
便
り
が
あ
り

ま
し
た
。
ハ
ガ
キ
に
は
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
ペ
ン
ネ
ー
ム
を

必
ず
お
書
き
く
だ
さ
い
。

⬆点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも可）

P O S T  C A R D

4934998
お手数ですが
50円切手を
お貼りください

霧島市役所
秘書広報課  行

◎ご住所

フリガナ

年齢／ 性別／ 男　・　女

（No.114/2011.1）

◎ご氏名

歳

◎ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合、実名で記載させていただきます。

電話（　　　　　　）　　　　－

お便りをくださった中から「霧島
市制５周年」オリジナルフレーム
切手を10人の方にプレゼント。応
募締め切りは１月25日（火）当日
消印有効です。当選の発表は、商
品の発送を持ってかえさせていた
だきます。

この広報誌を読んだ感想や今後取り上げ
てほしい記事、霧島市への思い、あなた
の周りであった身近な出来事や話題など、
何でも好きなことを書いてください。

おたより
待ってます

Readers Voice

このコーナーは読者の皆さんからの
声を伝えるページです。
本誌への感想、霧島市への思いなど、
たくさんの声をお寄せください。

読者の声

５
場
所
連
続
と
17
回
目
の

優
勝
を
果
た
し
た
横
綱

白
鵬
関
、
昨
年
「
お
じ
ゃ
ん
せ
霧

島
大
使
」
に
任
命
さ
れ
、
今
年
も

11
月
30
日
に
市
役
所
を
訪
問
、
多

く
の
市
民
が
大
歓
迎
し
ま
し
た
。

一
人
横
綱
の
重
責
と
双ふ

た

葉ば

山や
ま

関
の

69
連
勝
と
い
う
大
き
な
目
標
に
挑

戦
し
つ
つ
、
２
日
目
に
敗
れ
た
精

神
状
態
は
い
か
が
ば
か
り
か
と
案

じ
て
い
ま
し
た
が
、
く
じ
け
る
こ

と
無
く
見
事
優
勝
さ
れ
、
心
か
ら

敬
意
を
表
し
ま
す
。
表
敬
訪
問
や

祝
賀
会
で
の
様
子
も
テ
レ
ビ
で
拝

見
し
、
日
本
人
以
上
に
き
れ
い
な

言
葉
遣
い
に
感
心
す
る
と
と
も
に

饒じ
ょ
う

舌せ
つ

な
言
葉
の
中
に
あ
る
一
言
一

句
に
重
み
を
感
じ
ま
し
た
。
白
鵬

関
が
わ
が
ま
ち
の
大
使
で
あ
る
こ

と
に
喜
び
と
誇
り
を
持
ち
ま
す
。

全
国
、
世
界
の
各
地
か
ら
霧
島
へ

行
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
な
地
域
に
す
る
た
め
に
、

私
た
ち
市
民
も
目
覚
め
な
け
れ
ば

と
教
え
て
く
れ
た
白
鵬
関
の
霧
島

市
来
訪
で
し
た
。（
名
波
の
黄
門

様
73
歳
男
性
）

●

と
に
か
く
白
鵬
関
は
元
気
で
明

る
く
、
お
話
も
い
っ
ぱ
い
し
て
く

れ
ま
し
た
。
25
歳
の
大
横
綱
に
感

心
さ
せ
ら
れ
る
ば
か
り
で
し
た
。

近
年
、
物
忘
れ
多
い
母
、
認

知
症
か
な
と
思
わ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
た
ま
に
は
「
ボ

ケ
ち
ょ
っ
ど
」
と
何
気
な
く
声
を

か
け
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

あ
る
日
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
実

家
に
来
て
い
る
時
、「
カ
ギ
が
な

く
な
っ
た
」
と
母
が
私
に
言
い
ま

し
た
。
そ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

が
「
認
知
症
じ
ゃ
が
」
と
大
笑
い

し
ま
し
た
。
そ
の
時
の
母
の
顔
を

見
た
ら
落
ち
込
ん
だ
様
子
で
し
た
。

何
気
な
い
言
葉
に
せ
よ
本
人
は
す

ご
く
傷
つ
い
て
い
た
の
だ
と
気
づ

く
一
日
で
し
た
。「
ご
め
ん
な
さ
い
、

お
母
さ
ん
」。
気
を
つ
け
よ
う
と

思
い
ま
す
。（
メ
ロ
46
歳
女
性
）

●

認
知
症
は
家
族
と
共
に
、
地
域

の
支
え
、
社
会
参
加
が
大
切
だ
そ

う
で
す
。
症
状
に
差
は
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
尊
敬
の
念
は
決
し
て

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

昨
年
は
二
人
の
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
に
元
気
を
も
ら
い
ま
し

た
。
お
一
人
は
96
歳
で
デ
イ
ケ
ア

サ
ー
ビ
ス
や
お
孫
さ
ん
の
協
力
を

借
り
な
が
ら
、
も
う
お
一
人
は
92

歳
で
息
子
さ
ん
と
、
お
二
人
共
に

畑
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

健
康
の
秘
訣
を
お
聞
き
す
る
と
お

二
人
と
も
「
何
で
も
良
く
食
べ
る

こ
と
」
だ
そ
う
で
す
。
私
も
好
き

嫌
い
が
な
く
て
よ
く
食
べ
る
の
で
、

元
気
で
90
歳
を
迎
え
る
よ
う
に
が

ん
ば
り
ま
す
。（
ハ
ッ
ピ
ー
「
犬
」

大
好
き
66
歳
女
性
）

●

元
気
が
一
番
、
年
を
取
っ
て
か

ら
も
畑
に
出
て
、
自
分
で
育
て
た

野
菜
を
収
穫
し
て
食
べ
ら
れ
た
ら

何
て
幸
せ
で
し
ょ
う
。

小
さ
な
夢
や
目
標
な
ら
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
今
年

の
抱
負
は
「
夫
・
娘
・
私
の
三
人

で
平
凡
な
が
ら
も
幸
せ
に
暮
ら

す
」
で
す
。
平
凡
と
い
う
の
は
簡

単
な
よ
う
で
と
て
も
難
し
い
こ
と

で
す
。
娘
が
生
ま
れ
た
直
後
か
ら

「
二
人
目
は
」
と
言
わ
れ
続
け
、

つ
ら
い
思
い
を
し
た
こ
と
や
心
な

い
言
葉
に
傷
つ
き
悩
む
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
で
す
が
今
は
親
子
三

人
の
生
活
を
と
て
も
楽
し
く
思
っ

て
い
ま
す
。
家
族
が
何
人
で
あ
れ
、

健
康
で
明
る
く
「
幸
せ
」
と
思
え

る
よ
う
な
ご
く
平
凡
な
生
活
が
一

番
だ
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
霧
島
市
の
皆
さ
ま
が
今
年
一

年
笑
顔
で
い
ら
れ
ま
す
よ
う
に
。

（
さ
つ
ま
い
も
Ｒ
24
歳
女
性
）

●

平
凡
で
あ
る
こ
と
は
不
幸
で
な

い
こ
と
、
そ
れ
は
幸
せ
。
家
族
そ

ろ
っ
て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
こ
と

に
一
番
の
幸
せ
を
感
じ
ま
す
。

男
の
子
を
出
産
し
て
も
う
す

ぐ
１
年
。
初
め
て
の
子
育

て
、
夫
婦
共
に
県
外
出
身
な
ど
、

不
安
要
素
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
生

後
２
、
３
か
月
の
こ
ろ
は
泣
い
た

り
、
い
ら
い
ら
し
て
夫
に
八
つ
当

た
り
し
た
り
す
る
こ
と
も
し
ば
し

ば
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
子
育

て
サ
ロ
ン
の
情
報
を
知
り
、
思
い

切
っ
て
参
加
。
初
め
は
子
育
て
と

同
じ
よ
う
に
不
安
で
し
た
が
、
回

を
重
ね
る
ご
と
に
楽
し
く
な
り
、

い
ろ
い
ろ
な
考
え
の
お
母
さ
ん
た

ち
と
話
す
う
ち
に
自
然
と
私
も
笑

サザンカ（山茶花）ツバキ科
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Profile

葉
が
わ
か
る
の
か
、
気
持
ち
が
良

い
の
か
、
私
に
寄
り
添
う
そ
の
仕

草
が
か
わ
い
く
て
た
ま
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
お
か
げ
で
イ
ナ
バ
ウ

ア
ー
は
立
派
に
成
長
、
姶
良
郡
の

品
評
会
で
二
席
と
い
う
成
績
を
飾

り
、
私
に
と
っ
て
は
金
メ
ダ
ル
級

〈随ずいそう想〉

で
し
た
。
自
分
の
努
力
が
実
を
結

ぶ
こ
の
仕
事
。
こ
の
時
私
は
畜
産

の
道
に
進
む
こ
と
を
決
意
し
ま
し

た
。
福
山
高
校
卒
業
後
、
県
立
農

業
大
学
校
畜
産
学
部
に
進
学
、
農

場
実
習
や
長
期
間
の
農
家
研
修
、

専
門
的
な
飼
養
管
理
や
経
営
技
術

な
ど
を
学
び
、
寮
生
活
で
は
同
じ

志
を
持
つ
学
友
と
将
来
の
夢
を
語

り
合
い
ま
し
た
。
学
友
と
の
出
会

い
は
私
の
大
切
な
糧
と
な
り
、
今

で
も
情
報
交
換
を
続
け
て
い
ま
す
。

二
年
間
の
学
業
生
活
を
経
て
、
あ

い
ら
東
部
営
農
セ
ン
タ
ー
に
営
農

指
導
員
と
し
て
就
職
。
自
分
の
故

郷
で
畜
産
業
に
携
わ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

し
か
し
、
新
米
指
導
員
の
私
を

待
ち
受
け
て
い
た
の
は
口こ

う

蹄て
い

疫え
き

で

す
。
朝
も
昼
も
夜
も
、
中
に
は
旅

行
も
控
え
て
わ
が
子
の
よ
う
に
育

て
た
牛
が
、
突
然
死
を
迎
え
る
。

何
の
罪
も
な
く
、
元
気
な
牛
た
ち

が
感
染
予
防
の
た
め
に
処
分
さ
れ

る
。
被
害
に
遭
っ
た
農
家
の
皆
さ

ん
や
現
場
の
獣
医
さ
ん
の
悲
痛
な

話
を
思
い
出
す
と
今
で
も
涙
が
出

そ
う
に
な
り
ま
す
。
鹿
児
島
に
入

れ
て
は
な
ら
な
い
、
故
郷
の
牛
た

ち
を
守
る
。
そ
の
一
心
で
私
も
県

境
の
え
び
の
市
や
湧
水
町
で
防
疫

作
業
に
従
事
し
ま
し
た
。
目
に
見

え
な
い
疫
病
と
の
戦
い
、
就
職
し

て
ま
だ
わ
ず
か
な
私
に
と
っ
て
、

自
分
の
将
来
さ
え
も
不
安
に
な
り

ま
し
た
が
、
今
と
な
っ
て
は
良
い

一
つ
の
夢
が
か
な
い
ま
し
た
。

生
ま
れ
育
っ
た
福
山
町
に
住
み
、

自
分
の
好
き
な
畜
産
の
仕
事
を
し

て
い
ま
す
。
実
家
は
34
頭
の
親
牛

を
飼
っ
て
い
る
子
牛
の
生
産
農
家

で
、
55
㌃
の
水
稲
栽
培
も
手
掛
け

て
い
ま
す
。
幼
い
こ
ろ
は
牛
舎
の

堆
肥
に
頭
か
ら
突
っ
込
ん
で
フ
ン

ま
み
れ
に
な
っ
た
り
、
稲
刈
り
の

最
中
に
小
川
に
落
ち
た
り
な
ど
、

故ふ
る

郷さ
と

福
山
の
自
然
児
と
し
て
農
業

と
と
も
に
育
ち
ま
し
た
。
親
の
手

伝
い
を
し
な
が
ら
、
牛
の
世
話
や

田
ん
ぼ
の
草
取
り
な
ど
、
努
力
を

重
ね
れ
ば
子
牛
も
コ
メ
も
立
派
に

育
つ
こ
と
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。

高
校
３
年
生
の
と
き
、
45
㌔
も

あ
る
子
牛
が
生
ま
れ
ま
し
た
。（
普

通
は
30
㌔
程
度
）
あ
ま
り
の
大
き

さ
に
父
と
二
人
で
滑
車
を
使
っ
て

よ
う
や
く
引
き
出
し
ま
し
た
。
息

も
上
が
る
ほ
ど
の
分ぶ

ん

娩べ
ん

作
業
。
こ

の
子
牛
を
自
分
が
育
て
よ
う
と
決

意
。
子
牛
に
は
そ
の
こ
ろ
フ
ィ

ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
で
有
名
に
な
っ

た
「
イ
ナ
バ
ウ
ア
ー
」
と
命
名
。

毎
日
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
を
し
、
常
に

床
の
ワ
ラ
を
変
え
、「
大
き
く
な

れ
よ
」
と
声
を
か
け
ま
し
た
。
言

経
験
で
あ
り
天
が
与
え
て
く
れ
た

試
練
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

経
験
を
生
か
し
、
衛
生
管
理
を
基

本
と
し
た
営
農
指
導
に
も
心
が
け

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ま
だ
ま

だ
学
ぶ
こ
と
が
多
い
こ
の
仕
事
、

一
番
の
先
生
は
農
家
の
皆
さ
ん
で

す
。
農
家
先
生
の
経
験
を
お
手
本

に
、
自
分
の
役
割
を
果
た
す
、「
牛

も
人
も
同
じ
、
努
力
し
て
い
れ
ば

い
つ
か
感
謝
に
つ
な
が
る
」
ま
だ

ま
だ
未
熟
で
す
が
、
畜
産
業
に
携

わ
る
夢
は
か
な
い
ま
し
た
。
新
た

な
夢
は
わ
が
故
郷
を
日
本
一
お
い

し
い
和
牛
生
産
の
ま
ち
に
す
る
こ

と
。
牛
さ
ん
の
た
め
、
農
家
さ
ん

の
た
め
に
今
年
も
努
力
、
努
力
。

牛さんのため、農家さんのため

しばやま しょうへい（21）
福山町福沢出身。福山高校卒業
後、日置市の県立農業大学校畜
産学部で黒毛和牛を専門に学
ぶ。平成22年４月にJAあいら
に就職、現在東部営農センター
畜産業務課営農指導員。日々農
家に足を運び、現場経験を指導
に生かす。父博文さん（49歳）
と母みな子さん（52歳）が営む
農業の手伝いにも精を出す。

活
気
を
取
り
戻
し
た
セ
リ
市

（
12
月
14
日
、姶
良
中
央
家
畜
市
場
）

◎柴山  翔平

夢
を
あ
き
ら
め
な
い
で

市
長
コ
ラ
ム

前
田
終
止

⬆点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも可）

昭
和
63
年
、
一
億
円
を
超
す

浄
財
に
よ
り
、
空
港
前
に
建
立

さ
れ
た
西
郷
隆
盛
像
。
地
元
の

皆
さ
ま
方
と
共
に
夢
を
あ
き
ら

め
ず
募
金
活
動
に
奔
走
し
た
こ

と
を
こ
の
前
の
よ
う
に
覚
え
て

い
ま
す
。
市
長
と
し
て
建
立
当

時
の
志
で
あ
る
「
西
郷
銅
像
を

地
域
づ
く
り
・
人
づ
く
り
に
生

か
す
」、
こ
の
こ
と
を
あ
ら
た

め
て
決
意
。
市
民
の
一
人
と
し

て
、
３
年
前
か
ら
地
域
の
皆
さ

ま
や
子
ど
も
た
ち
と
清
掃
活
動

を
始
め
ま
し
た
。
西
郷
翁
の
精

神
を
青
少
年
の
健
全
育
成
に
生

か
そ
う
と
「
西
郷
塾
」
も
開
か

れ
、
富
隈
小
５
年
の
早は

や

川か
わ

満み
つ

晴な

さ
ん
は
、
自じ

顕げ
ん

流
の
練
習
を
通

し
西
郷
翁
の
生
き
様
か
ら
学
ん

だ
こ
と
を
発
表
、
そ
れ
は
大
人

も
学
ぶ
べ
き
立
派
な
内
容
で
し

た
。
先
日
は
市
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
究

大
会
で
青
少
年
の
主
張
コ
ン

ク
ー
ル
が
開
か
れ
、
最
優
秀
賞

に
選
ば
れ
た
福
山
中
２
年
の
立た

ち

和わ

田だ

あ
か
り
さ
ん
は
「
学
校
は

将
来
の
た
め
の
楽
し
い
修
行
の

場
。
月
曜
日
が
来
る
の
が
楽
し

み
」
と
力
強
く
発
表
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
前
向
き
で
明
る

い
笑
顔
、
希
望
あ
る
志
に
心
か

ら
感
動
し
ま
し
た
。
小
さ
な
夢

で
も
い
い
、
夢
を
い
つ
ま
で
も

追
い
続
け
る
。
共
に
夢
を
あ
き

ら
め
な
い
新
年
に
し
ま
し
ょ
う
。

◎人口／127,975人（－28）
男性／ 61,611人（－12）
女性／ 66,364人（－16）
出生118人／死亡123人
転入287人／転出316人
◎世帯数／57,761世帯（－24）

（平成22年12月１日現在）

E
D

IT
O

R
'S

横川町のシンボルでもある丸岡公園。
霧島連山を一望できる場所にあり、
朝日もきれいに見えることから、元旦に
は地域の方が遥

よ う

拝に訪れます。条件
が合えば霧に浮かぶ霧島連山も見る
ことができ、おすすめの撮影ポイント。
撮影に訪れたこの日も、朝日に染めら
れたオレンジ色の朝靄

も や

が広がり、幻
想的な雰囲気を醸

か も

し出していました。

丸岡公園から見た朝日
12月23日　午前7時05分

【撮影データ】

デジタルカメラ　レンズ18〜200㎜　
F3.5〜5.6　1/200s　F7.1　ISO100

※読者プレゼントを提供してくださる方を募集しています。秘書広報課広報広聴グループ☎（64）0955までご連絡ください。

牛 のセリ市を取材。知り合いの牛農家さんたちから「めずらしが、元
気しおったか」と声をかけられた。口蹄疫も落ち着き、冗談交じ

りの会話も弾む。苦労の末の笑顔は一段と明るく思えて、少し胸が熱く
なった。平穏無事、今年は笑顔の絶えない年であることを願います（ふ）

取 材のとき食べた「としかさ」。甘さ・柔らかさ、すべてが最高。地
域の方が「としかさは年を重ねるって意味があるんだよ」と教えて

くれました。今の時代、機械で簡単に作れますが、みんなで会話をし
ながら作るもちつきは、いろんな発見があっておもしろかったです（み）

ガ イド本『霧島市の田のかんさぁ』には市内の田の神様が多数紹介
されている。田んぼや道路脇で何気なく目にする田の神様。実は

南九州にしかないと聞くと親近感がわきます。よく見ると優しい表情や
趣のある後姿などさまざま。今度見かけたらじっくり観察してみよう（う）

読 者のコーナーに毎月たくさんの方からおはがきをいただき、励みに
なります。「読みごたえのあるものを掲載して」という叱咤（しった）

激励のおはがきをいただきました。頑張ります。「編集後記のコーナーがお
もしろい」とおはがきをいただきました。笑わせます。今年もよろしく（た）

霧島市携帯サイト

携帯電話からも、霧島市の情報をご
覧いただけます。パソコンをお持ちで
ないかたも、インターネット接続可能
な携帯電話を利用して、霧島市ホーム
ページの情報の一部を検索できます。

霧島神宮や鹿児島神宮、福山の壺畑やＪＲ大隅横川駅など、市内の名所や風景を紹介する霧島市
の魅力満載のオリジナルフレーム切手。霧島市制５周年を記念し、地域限定として郵便局株式会社
九州支社が作成、販売しています。記念切手収集に、また手紙を送る方も受け取る方もうれしくなる
故
ふ る

郷
さ と

記念切手です。●販売価格：１シート 1,200円（80円切手×10枚）市内各郵便局で好評販売中

◎問い合わせ先＝国分中央町郵便局　☎（45）2005

1PRESENTS

お便りをくださった方の中から

今月の表紙

霧島市制５周年記念
オリジナルフレーム切手をプレゼントします。

見本
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